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ふるさと探検隊 今年は釣りに挑戦だ！ ヤマメとウグイが釣れました
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後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める
意見書を全会一致で議決
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グ
ル
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ホ
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見
直
し
を
！

　
　

教
育
長
の
公
募
制
な
ど
５
議
員
が
一
般
質
問

教育長非常勤化に関する調査を識者に依頼！

　町議会議員全員でつくる議員会では、町の行財政、福祉や医療のことなど、身近な暮らし
の課題について、住民の皆様からご意見や要望をお聞きするため、「住民と議員を結ぶかけ
はし懇談会」の申込みを受付けています。
　自治会や各種団体・グループ（２名以上）から、「かけはし懇」をしたいと要望があれば、
出向いてお話を伺います。堅苦しいものではありませんので、日頃、皆様が考えていること
について、一度ご意見をお聞かせください。
　お問合せは、議会事務局（℡６－２２４４）まで。

全道町村議会議員研修会レポート！

　７月１日（火）札幌コンベンションセンターで、全
道町村議会議員研修が開催されました。会場では、坪
井ゆづる氏（朝日新聞編集委員）とTVタックルでも
お馴染みの三宅久之氏（政治評論家）のお二人を講師
に、地方議会の現状と福田内閣の今後の展望について
講演がありました。
　朝日新聞の「全国議会アンケート」をもとに進めら
れた坪井氏の講演では、会場の全議員がザワザワそわ
そわとしてしまうような、住民の議会・議員に対する
次のような厳しい評価が述べられました。

　・ここ十年間で議員数が 4万 2 千人から１万 6千人
（1/3 減）となった。住民の思いは、経費節減には議
員を減らすことだと思っているのではないか？
　・政策を議員提案により作成している議会は１割程
度。議会は住民に必要とされているのか？議会は首長
のサポート機関となっているだけではないか？

　これが地方議会全体の現状と改めて理解しました。
　中頓別町議会も住民と議会の距離を近づける努力を
していかなければいけないと、痛感する研修会となり
ました。
　議員会では、住民と議員とのしゃべり場「かけはし
懇」などもはじめました。中頓別の皆さん、議場での
議論が面白い町にしていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　（報告者：西原議員）

自治の明日を考えた一日

!?
　第２回定例会が６月１９日から２０日まで２日間の会期で開か

れました。

　初日の行政報告で野邑町長は、南宗谷消防組合中頓別支署の救

急救命士の資格取得者が１名増え４名体制となり、高度な救急医

療サービスを提供できるようになったこと、天北厚生園のグルー

プホーム整備に日本財団から９３０万円の補助金が内定したこと

を報告。

　一般質問では、後期高齢者医療制度への対応や行財政改革の一

環として教育長を非常勤できないかなど、５名の議員が行政側の

姿勢を質（ただ）しました。

　町長から提案された教育委員の数を５名から４名に減らす「教

育委員会委員定数条例」など、９件の議案はいずれも可決されま

したが、出身地などに寄附をすると一定の税額控除を受けられる

「ふるさと応援寄附条例」は、いきいきふるさと常任委員会に付

託して慎重に審査が行なわれました。

　請願では、地元校長会などから提出された「実情に見合ったへ

き地指定基準の見直し・改善を求める請願」を全会一致で採択。

　「後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める意見書」、「郵

政民営化見直しを求める意見書」など、５件の意見書が最終日に

発議され可決されました｡

「かけはし懇」開きませんか

村山議員に道町村議会
議長会長表彰！

石神議長から表彰状を伝達

議
員
在
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五
年
の
功
績
を
称
え
て

　

昭
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年
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初
当
選
以
来
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７
期
連
続
で
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会
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義
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歳
）
に
、
長
年
の
功
績
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長
会
・
川
股
博
会
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ら
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ま
し
た
。

　

村
山
議
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平
成
７
年
度
か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、
総
務

文
教
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成　

年
度
に
は
、
単
一
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任
委

員
会
と
な
っ
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現
在
の
い
き
い
き
ふ
る
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と
常
任
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員
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初
代
委

員
長
を
つ
と
め
ま
し
た
。
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れ
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ら

れ
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も
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で
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定
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議
場
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議
長
か
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表
彰
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を
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け
、
全
議
員
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野
邑
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長
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じ
め
出
席
し
た
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員
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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第２回定例会で
　　　決まりました
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第２回定例会で
　　　決まりました

○ 専決処分
　 承認第１号　平成１９年度中頓別町一般会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第２号　平成１９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第３号　平成１９年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第４号　平成１９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第５号　中頓別町国民健康保険病院使用料等条例（一部改正・３月３１日専決）
　 承認第６号　中頓別町税条例（一部改正・４月３０日専決）
　 承認第７号　中頓別町国民健康保険税条例（一部改正・４月３０日専決）
　 承認第８号　中頓別町手数料徴収条例（一部改正・４月３０日専決）
○ 農業委員の推薦
○ 請願第１号　実情に見合ったへき地指定基準の見直し・改善を求める請願
○ 議案第２号　中頓別町ふるさと応援寄附条例（新規・常任委員会付託）
○ 議案第１号　中頓別町教育委員会委員定数条例（新規）
○ 議案第３号　中頓別町乳幼児医療費助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第５号　平成２０年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第６号　平成２０年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算
○ 議案第７号　平成２０年度中頓別町老人保健事業特別会計補正予算
○ 議案第８号　平成２０年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算
○ 議案第９号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 発議第１号　医師・看護師等の大幅な増員を求める意見書
○ 発議第２号　郵政民営化見直しを求める意見書
○ 発議第３号　国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める意見書
○ 発議第４号　実情に見合ったへき地指定基準の見直し・改善を求める意見書
○ 発議第５号　後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める意見書
○ 教育長のあり方等に関する調査を依頼する件

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（採択）、　△ は継続審査

※次回綴り人は、西原議員、本多議員です

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞ
れの議員が町づくりや政治課
題などについて意見や思いを
綴ります。
　毎号２名の議員がこのコー
ナーに登場します。８議員の
提言･苦言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

最近思うこと
　最近のテレビニュースを見ていると、さながら
末法の世を見るようで言葉を失ってしまいます。
　白昼の東京・秋葉原での無差別殺傷事件、千葉
県柏市での祖父による一家四人殺害事件など、凶
悪犯罪が世間を震撼させています。
　天災では、岩手・宮城内陸地震が発生し、尊い
人命が失われました。
　ウナギ産地偽装や飛騨牛表示偽装など、食品業
界のモラルの乱れは、食料品に対する不信感を増
幅させ、消費者はいよいよ何を信じればいいのか
わからなくなりました。　
　一方、原油価格の高騰は、すべての生活必需品
の値上がりに波及。オイルショックの悪夢が再来
したかのように私たちの暮らしを追い詰めていま
す。
　殺戮（りく）と天変地異、政治経済の混乱、こ
れに疫病や飢饉が加われば、まさに数千（ちぢ）
乱れた戦乱の世と同じ臭気が漂うことになります。
　社会全体が、不安の諸相を呈していて、どこに
救いを求めるべきか、進むべき針路を見失ってい
るような気がします。
　すっかり暗い話になりましたが、これが現実の
出来事なら受け入れるしかありません。
　こんな時代でも、灯明は、自分たちの足元を照
らしているのでしょう。平和で安心して暮すこと
さえ普通でなくなった今、豊かな自然の揺りかご
に揺られ、のんびり過ごせるわが町は、一つの理
想郷かも知れません。
　誰も老・病・死の苦悩や恐怖を免れることはで
きません。ならば、与えられた条件の中で、日々
健康で楽しく生活できることに幸せを感じながら、
明日に希望をもって生きようではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：藤田首健）

足るを知る
　戦後六十年が過ぎ、食生活は大きく変わった。
　麦飯、芋、カボチャの食卓を知る者には、毎朝
いただく白米のご飯がご馳走に見える。
　世界各国から輸入される食料のおかげで確かに
食生活は豊かになったが、地球規模の気候変動が
続けば、飽食の時代はあっという間に終り、私た
ちは再び飢えの時代を生きることになるだろう。
　住まいも開拓時代は粗末なものだった。
　窓からのすきま風は紙を張って防ぎ、一台の薪
ストーブを家族が囲んで寒さをしのいでいた。
　灯油を焚きながら、冬に冷たいビールを飲む生
活など考えられなかった。いまや、テレビも車も
一家に二台。それが不幸かと問われると、返答に
詰まるが、強い家族の絆に支えられ寒さもひもじ
さも乗り越えたあのころの方が、心豊かであった
気がする。
　東京・秋葉原での連続殺傷事件は、正規と非正
規社員を峻別する格差社会構造が背景にあった。
　飽くなき競争経済は、ワーキングプアの若者の
心を蝕み、明るい未来まで奪っている。
　原油市場に群がる投機マネーは、一握りの人間
の欲望を満たす代わりに多くの人々を不幸にする。
　欲望の向こうに果てしなく欲望が続く現代社会
は、貪欲経済思想という滅びの道を歩んでいる。
　先ごろ、アイヌを先住民族と認める国会決議が
あった。自然との共生思想を持つアイヌ民族は、
森や川、海の恵みに感謝し、決して必要以上のも
のは採らない。「足（た）るを知る」という考え
方を生活文化の基本に据えるアイヌの価値観に幸
福の原点を見た思いがする。先人たちは、有限な
地球資源を食いつぶさない賢者であった。
　仏教も、足るを知らぬ者の心は貧しいと説く。
　わが身を自戒するこのごろである。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：石神忠信）

緑広がる風景、炭焼き、五右衛門風呂
昔ながらの足るを知る暮らしに都市住民の関心が集まってきている

　

農
業
委
員
会
は
、
自
作
農
の
創
設
及

び
維
持
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整

な
ど
に
あ
た
る
こ
と
を
主
な
役
割
と
す

る
行
政
委
員
会
で
す
。

　

委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
選
挙
に
よ

る
委
員
と
農
協
や
農
業
共
済
組
合
、
議

会
の
選
任
に
よ
る
委
員（
学
識
経
験
者
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
（
７
月　

日
）
に
あ
た
り
、

議
会
で
は
、石
井
雄
一
さ
ん
（
字
豊
平
・

　

歳
）
を
推
薦
（
再
選
）
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
議
会
は
、
大
学
教
授
な
ど
、
外
部

の
専
門
家
（
専
門
的
知
見
）
に
法
律
解

釈
な
ど
の
研
究
調
査
を
依
頼
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
教
育

長
の
非
常
勤
化
等
の
調
査
を
千
葉
大
学

法
経
学
部
・
新
藤
宗
幸
（
し
ん
ど
う
・

む
ね
ゆ
き
）
教
授
（
行
政
学
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依
頼

し
ま
し
た
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教
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長
の
あ
り
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る
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１
６
月
１
日
現
在
、
被
保
険
者
数
及
び
保
険
者
証
送
付
件
数
は

　

３
８
１
人
、
保
険
料
仮
特
別
徴
収
者
数
２
８
７
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
問
合
せ
件
数
は
、
保
険
者
証
の
紛
失
及
び
保
険
料
の

　

徴
収
方
法
に
関
し　

件
、
保
険
料
の
算
定
方
法
及
び
軽
減
措

　

置
に
関
し　

件
あ
っ
た
。

３
①　

歳
以
上
に
限
ら
ず
特
定
健
診
等
の
主
た
る
目
的
は
、
生

　

活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
あ
り
、
既
に
受
診
中

　

の
方
は
、
医
療
の
一
環
と
し
て
必
要
な
保
健
指
導
が
行
わ
れ

　

る
た
め
対
象
外
と
し
て
い
る
。
②
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
全

　

住
民
を
対
象
と
す
る
基
本
検
診
が
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
医

　

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、　

歳
以
上
は
北
海
道

　

広
域
連
合
が
健
康
診
査
を
行
い
、
受
診
者
は
健
診
単
価
の
１

　

割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
と
し
て
は
、
受
診
者
負

　

担
分
に
対
す
る
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
③
国
で
は
、
平
成

　
　

年
ま
で
に
健
康
診
査
の
実
施
率　

％
、
特
定
保
健
指
導
の

　

実
施
率　

％
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備
群
の

　

減
少
率　

％
を
目
標
に
定
め
て
お
り
、
こ
の
目
標
値
に
達
し

　

な
い
場
合
は
、
国
保
会
計
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

　

額
を
加
算
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度
の
国
保
被
保

　

険
者
に
お
け
る
基
本
健
診
受
診
率
は
約　

％
で
あ
り
、
目
標

　

値
に
達
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

環
境
基
本
条
例
案
は
、
平
成　

年
第
４
回
定

例
会
で
提
案
さ
れ
た
も
の
の
、
継
続
審
査
と
な

り
、
条
例
案
の
不
備
、
自
治
基
本
条
例
と
の
整

合
性
、
所
管
事
務
調
査
段
階
で
の
指
摘
等
を
首

長
側
が
認
め
、
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
で
撤

回
し
た
経
緯
が
あ
る
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題

点
な
ど
を
め
ぐ
り
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

後期高齢者の健診は無料に！
本 多 夕紀江

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答４
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
改
修
に

　

係
る
事
業
費
は
１
千
４
百　

万
４
千
円
で
、
う
ち
国
庫
補
助

　

金
が
５
百　

万
１
千
円
、
町
負
担
分
９
百　

万
３
千
円
で
あ

　

る
。
町
村
会
で
見
直
し
・
充
実
を
国
に
要
請
。
今
後
も
働
き

　

か
け
て
い
く
。

10

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
を

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費
削
減
を
目
的
に
し
た

も
の
で
、
高
齢
者
に
苛
酷
な
負
担
を
押
し
つ
け
、
医
療
内
容

を
差
別
・
制
限
し
て
い
る
。

　

地
方
議
会
で
も
中
止
や
見
直
し
の
決
議
が
相
次
い
で
お
り
、

次
の
点
に
つ
い
て
当
町
の
状
況
と
所
信
を
伺
う
。

１
被
保
険
者
数
を
は
じ
め
、
保
険
料
徴
収
、
保
険
証
送
付
、

　

問
合
せ
件
数
や
内
容
等
の
状
況
。

２
後
期
高
齢
者
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
診
療
報
酬
、
①
後
期
高

　

齢
者
診
療
料
（
月
６
千
円
包
括
払
い
）
、
②
後
期
高
齢
者

　

退
院
調
整
加
算
、
③
後
期
高
齢
者
終
末
期
相
談
支
援
料
、

　

か
か
り
つ
け
（
担
当
）
医
制
度
を
国
保
病
院
で
は
導
入
し

　

て
い
る
か
。
導
入
予
定
は
あ
る
か
。

３
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
①　

歳
以
上
は
、
健
診
項
目
も
少

　

な
く
、
血
圧
、
糖
尿
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
を
使
用
し

　

て
い
る
人
が
対
象
外
と
な
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。
②
従

　

来
の
基
本
健
診
で
は
、　

歳
以
上
無
料
だ
っ
た
が
、
今
後

　

は
３
０
０
円
の
負
担
と
な
る
。
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い

　

か
。③
受
診
率
の
低
い
自
治
体
に
は
、支
援
金
で
の
罰
則
が

　

あ
る
が
、
国
の
示
す
基
準
を
超
え
る
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

４
制
度
導
入
に
あ
た
り
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
莫
大
で
あ

　

る
。
か
か
っ
た
費
用
と
財
源
内
訳（
町
負
担
等
）を
伺
う
。

　

ま
た
、
改
修
費
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
と
す
る
べ
き
。

75

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
算
定
基

礎
と
な
る
長
時
間
利
用
児
（
保
育
園
児
）
の
数

は
、
本
年
４
月
１
日
現
在　

人
で
あ
り
、
前
年

の　

人
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

地
方
交
付
税
の
額
は
、
大
幅
に
減
り
、
平
成　

年
度
の
超
過
負
担
（
赤
字
）
見
込
額
（
約
３
千

５
百
万
円
）
か
ら
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性

が
高
い
。
交
付
税
対
象
と
な
ら
な
い
幼
児
ク
ラ

ブ
の
入
所
人
員
（　

人
）
が
、
保
育
所
入
所
人

員
（　

人
）
を
逆
転
し
て
い
る
現
状
は
、
町
財

政
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

公
立
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る

交
付
税
算
定
の
不
備
に
つ
い
て
、
議
会
は
、
す

で
に
意
見
書
で
国
に
拡
充
を
働
き
か
け
て
お
り
、

来
年
度
に
向
け
て
、
町
と
し
て
も
全
入
所
人
員

を
交
付
税
の
対
象
と
す
る
よ
う
国
等
に
要
望
す

べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
先
般
の
道
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
が
、
交
付
税
算
定
の
不
備
が
早
急
に

改
善
さ
れ
る
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
は
、
本

年
４
月
か
ら
幼
稚
園
を
廃
止
し
た
利
尻
富
士
町

の
よ
う
に
、
名
実
と
も
に
保
育
所
に
一
元
化
す

る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

幼
稚
園
廃
止
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
両

町
間
で
事
情
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る

が
、
約
一
年
半
を
か
け
て
保
護
者
同
意
を
取
り

付
け
実
現
さ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
感
は
見
習
う
べ
き

で
あ
る
。

　

幼
保
一
元
化
・
施
設
統
合
時
に
交
付
税
論
議

が
さ
れ
ず
、
今
日
ま
で
赤
字
額
を
累
積
し
て
き

た
本
町
と
は
対
照
的
な
対
応
ぶ
り
で
あ
る
。

　

交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
町
の
財
政
状

況
を
直
視
す
れ
ば
、
基
準
財
政
需
要
額
を
標
準

モ
デ
ル
と
し
た
予
算
立
て
を
常
に
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
職
員
数
の
削
減
は
も
と
よ
り
、

民
営
化
の
実
施
時
期
を
早
め
る
な
ど
、
危
機
感

を
も
っ
て
赤
字
削
減
対
策
が
実
行
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

当
時
の
常
任
委
員
会
で
の
調
査
手
法
と
し
て

は
、
道
条
例
を
は
じ
め
、
ニ
セ
コ
町
、
白
老
町

な
ど
、
他
町
の
環
境
基
本
条
例
、
環
境
基
本
計

画
の
内
容
と
比
較
検
討
す
る
形
が
と
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
町
の
環
境
基
本
計
画
に
比
べ
、
本
町

の
計
画
案
が
あ
ま
り
に
も
簡
易
・
簡
便
で
あ
る

こ
と
が
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い

た
。

　

ま
た
、
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
前
文
を
除
き
、

修
正
は
、
極
力
原
案
の
趣
旨
を
損
ね
な
い
よ
う

必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
い
た
。　

　

こ
の
後
、
町
は
、
議
会
修
正
案
を
取
り
入
れ

た
条
例
案
を
作
成
し
、
「
中
頓
別
町
環
境
基
本

条
例
検
討
懇
話
会
」
（
平
成　

年　

月
１
日
設

置
）
に
諮
問
。
諮
問
案
で
は
、
前
文
は
あ
え
て

空
白
と
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
を
「
議
会
修
正

案
で
は
、
前
文
を
全
面
的
に
書
き
直
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
尊
重
す
る
の
か
、
あ
ら
た
め

て
書
き
直
す
の
か
懇
話
会
に
委
ね
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　

議
会
が
前
文
を
大
幅
に
修
正
し
た
の
は
、
町

原
案
の
前
文
か
ら
第
１
条
（
目
的
）
、
第
２
条

（
定
義
）
、
第
３
条
（
基
本
理
念
）
至
る
条
文

に
、
自
然
の
一
部
、
生
態
系
の
一
員
と
し
て
の

人
間
社
会
の
位
置
付
け
や
視
座
が
欠
け
て
い
る

こ
と
を
憂
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
の
調
査
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
意
見
を
集
約
す
る
。

　

①
官
民
に
よ
る
公
共
事
業
、
開
発
行
為
等
か

ら
の
防
波
堤
と
な
る
よ
う
な
環
境
基
本
条
例
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
環
境
基
本
計
画
、
行
動
計

ム
」
が
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
見

直
し
（
報
告
書
）
」
を
作
成
し
て
い
る
。
報
告

書
に
は
、
障
害
者
程
度
区
分
認
定
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
「
現
に
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
れ
ば
継
続
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
対
応
」
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
新
体
制
移
行
（　

年
度
）

以
後
の
法
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
る
か
否
か
に
よ

っ
て
、
今
後
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画

に
再
考
の
余
地
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
環
境
基
本
条
例
・
環
境
基
本
計
画
】

画
に
よ
り
、
そ
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
②
町
と
し
て
河
川
（
生
物
等
）

調
査
を
行
う
予
定
な
の
で
、
そ
の
結
果
を
両
計

画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
条
例
の
制
定
に
あ
た
る

べ
き
で
あ
る
。
③
自
治
基
本
条
例
と
の
整
合
性

は
当
然
な
が
ら
、
環
境
基
本
条
例
、
環
境
基
本

計
画
、
行
動
計
画
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提
案
す
べ

き
で
あ
る
。
④
活
き
た
条
例
、
魂
が
入
っ
た
条

例
と
な
る
よ
う
前
文
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
、
議
会
修
正
案
の
よ
う
に
、
生
態
系
の
一

員
と
し
て
の
位
置
付
け
と
、
地
域
の
文
化
、
特

性
の
ほ
か
、
「
森
と
川
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

謳
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
⑤
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
事
前
説
明
）
は
、
な
る
べ
く
多
く

の
町
民
か
ら
意
見
が
出
や
す
い
方
法
を
工
夫
す

べ
き
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
行
動
計
画
と
と
も
に

条
例
案
が
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　いきいきふるさと常任委員会は、
平成２０年第３回（９月）定例会ま
でに、次の事項について所管事務調
査を行う予定です。
　①自治基本条例等について、②環
境基本条例・環境基本計画等につい
て、③観光の振興策について（中頓
別鍾乳洞等）、④行財政改革につ
いて（中長期行財政運営計画・公債
費適正化計画等）、⑤教育長のあり
方等について

19

75

　

青
木
国
保
病
院
事
務
長

答２
①
か
ら
③
の
診
療
報
酬
の
い
ず
れ
も
算
定
し
て
い
な
い
。
ま

　

た
、
現
時
点
で
は
課
題
も
多
い
た
め
、
今
後
も
算
定
す
る
予

　

定
は
な
い
。 12

75

75

24

65

4510

1934

97

48

49

【
こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
】
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次の所管事務調査
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白熱の論戦！
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を
議論する大切な「しゃべり場」です。議会では、議会だよりで必
要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委
員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　第２回定例会の初日、上駒婦人学級から７名のみなさんが議場を訪れ、教育長非常勤化に
関する一般質問を中心に議員と首長側の論戦に耳を傾けました。
　傍聴手続きは簡単です。次の定例会は、９月に開かれますので、ぜひ議場を訪れ、生討論
をお聴きください。一般質問の模様は、役場及び町民センターに設置された大型テレビでも
放映されます。
　議会日程や傍聴方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（℡６－２２４４・議会事務局）へ。

カヌーを利用した頓別川河川調査で
希少なカワシンジュガイの稚貝の痕跡を確認

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告
　所管事務調査とは、常任委員会が、町の行う事
務などを自主的に調査するものです。
　議会の閉会中又は休会中に行われ、定例会でそ
の結果を報告しています。
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に教
育長のあり方やこども館の運営状況などの調査を
行いました。

所管事務調査報告所管事務調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
第

１
回
定
例
会
か
ら
第
２
回
定
例
会
ま
で
の
間
に

５
件
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

柳
澤
委
員
長
が
６
月　

日
の
本
会
議
で
報
告
し

ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
と
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
長
の
非
常
勤
化
は
実
現
可
能
と
判
断

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
化
も
視
野
に
！

【
教
育
長
の
あ
り
方
】

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
、
憲
法
第　

条

の
自
治
立
法
権
、
地
方
自
治
法
第
１
条
の
２
に

お
け
る
分
権
の
趣
旨
か
ら
、
自
主
、
自
立
的
に

法
令
を
解
釈
し
、
条
例
化
し
て
い
く
こ
と
は
至

極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正

（
非
常
勤
化
）
も
可
と
す
る
が
、
教
育
長
候
補

者
と
し
て
の
教
育
委
員
が
あ
ら
か
じ
め
首
長
に

よ
り
特
定
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
そ
の
選
択

肢
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

仮
に
、
教
育
長
を
常
勤
と
し
て
も
、
仕
事
量

が
減
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
勤
務
条
件
（
教

育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
に
お
け
る
給
与
等
）
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
も

検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
団
体
に
町
が
入
り
、

平
成　

年
度
予
算
の
大
部
分
が
、
補
助
金
に
よ

り
手
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
来
年
度
以
降
、
人
的
、
財
政
的
に
自
立
に

至
る
道
の
り
は
険
し
い
。　

　

こ
の
た
め
、
経
営
面
で
は
、
核
に
な
る
運
営

母
体
と
人
材
、
ベ
ー
ス
（
本
業
）
と
な
る
事
業

（
山
村
留
学
等
）
を
早
急
に
見
出
す
べ
き
で
あ

る
。

　

今
年
度
、
環
境
学
習
・
環
境
教
育
推
進
の
一

環
と
し
て
、
頓
別
川
の
環
境
調
査
、
研
修
が
実

施
さ
れ
る
が
、
環
境
基
本
計
画
・
行
動
計
画
に

反
映
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
町
に
と
っ
て
重
要
度

が
高
い
た
め
、
そ
の
詳
細
を
早
急
に
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
然
学
校
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

年
間
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
冬
期

間
も
同
校
が
拠
点
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
に
あ
わ
せ
、
中
農

高
施
設
内
に
就
労
の
場
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
、
天
北
厚
生
園
、
道
と
施
設
利
用
計
画
の

協
議
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し

の
年
で
あ
る
が
、
昨
年　

月
７
日
に
「
与
党
障

害
者
自
立
支
援
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

20

94

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答１
国
保
税
の
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
世
帯
内

　

の
国
保
被
保
険
者
全
員
が　

歳
以
上　

歳

　

未
満
の
世
帯
で
、
年
額　

万
以
上
の
年
金

　

を
受
給
し
、
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合

　

算
額
が
年
金
の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な

　

い
方
で
、
さ
ら
に
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

　

収
さ
れ
て
い
る
場
合
に
対
象
と
な
る
。
ま

　

た
、
対
象
と
な
る
世
帯
数
及
び
人
数
に
つ

　

い
て
は
、
今
年
度
の
国
保
税
が
確
定
し
、

　

介
護
保
険
料
と
合
算
し
て
、
特
別
徴
収
の

　

対
象
と
な
る
か
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
確

　

定
す
る
の
は
７
月
下
旬
こ
ろ
に
な
る
。

２
６
月
下
旬
及
び
９
月
下
旬
に
旬
報
で
住
民

　

周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
特
別
徴

　

収
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
７
月
下
旬

　

こ
ろ
で
あ
り
、
該
当
者
に
対
し
て
は
、
個

　

別
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。

３
現
在
、
国
保
に
加
入
世
帯
の
う
ち
全
員
が

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
世
帯
は
１
１
０
世

　

帯
で
、
う
ち　

世
帯
の
方
が
金
融
機
関
及

　

び
役
場
出
納
室
で
国
保
税
を
納
付
し
て
い

　

た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
納
税

　

者
の
利
便
性
と
収
納
率
の
向
上
及
び
事
務

　

の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

65

75

18

75

65

71

　

国
保
税
の
年
金
天
引
き
実
施
に
つ
い
て

問　
　

月
か
ら　

歳
以
上
の
方
の
国
保
税
年
金

天
引
き
が
３
月
に
決
ま
っ
た
が
、
住
民
の
間

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。　

歳
か
ら

は
、
介
護
保
険
料
が
年
金
天
引
き
と
な
る
こ

と
に
加
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年

金
天
引
き
も
４
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
年
金
生

活
者
は
大
変
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ　

歳
、　

歳
に
な
る
。
そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
人
、
な
ら
な

　

い
人
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
ま
た
、

　

対
象
と
な
る
世
帯
数
、
人
数
に
つ
い
て
伺

　

う
。

２
実
施
日
ま
で
日
に
ち
が
あ
ま
り
な
い
が
、

　

住
民
に
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

　

知
ら
せ
、
説
明
す
る
計
画
か
。

３
元
々
、
中
頓
別
の
収
納
率
は
平
成　

、　

　

年
度
そ
れ
ぞ
れ　

・
８
％
、　

・
１
％
と

　

全
道
的
に
見
て
も
高
い
。
国
保
税
の
年
金

　

天
引
き
で
、
収
納
率
の
向
上
や
事
務
の
効

　

率
化
は
期
待
で
き
る
の
か
。
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65

65

65

75

98

99
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18

傍聴しました

　

現
在
、
常
勤
職
扱
い
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る

教
育
長
に
つ
い
て
、
学
校
数
の
減
少
な
ど
に
伴

い
業
務
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
主
な
理
由
と

し
て
、
非
常
勤
化
で
き
な
い
か
、
学
識
経
験
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
調
査
。
そ
の
結

果
、
千
葉
大
学
法
経
学
部
・
新
藤
宗
幸
教
授
の

見
解
ど
お
り
、
現
行
法
上
、
教
育
長
を
常
勤
の

一
般
職
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
解
釈
の
根

拠
は
な
く
、
本
委
員
会
と
し
て
も
、
そ
の
身
分

は
、
特
別
職
で
あ
り
、
非
常
勤
化
も
可
能
と
判

断
す
る
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
体
を
統
制
し
て
き
た

国
の
「
通
達
」
の
呪
縛
は
、
２
０
０
０
年
分
権

改
革
時
に
解
か
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
上
意

下
達
の
法
解
釈
に
頼
る
慣
習
を
い
ま
だ
に
断
ち

切
れ
な
い
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
務
は
、
自
治
事
務

で
あ
り
、
そ
れ
を
掌
る
教
育
長
の
身
分
に
つ
い

【
そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
】

　

「
そ
う
や
自
然
学
校
」（
旧
敏
音
知
小
学
校
）

の
成
否
は
、
今
年
度
の
運
営
結
果
・
分
析
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
前
途
に
い
く
つ
か
の

懸
念
も
あ
る
。

　

前
回
所
管
事
務
調
査
報
告
で
も
指
摘
し
た
通

り
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
一
面
は
理
解
で

き
る
が
、
基
本
的
に
経
営
面
（
独
立
採
算
性
）

を
重
視
し
な
け
れ
ば
、
永
続
的
な
運
営
は
難
し

19

【
天
北
厚
生
園
の
移
転
問
題
】
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野
邑
町
長

答　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
の
管
理
運
営
の
ほ

か
に
生
涯
学
習
推
進
を
担
う
部
署
で
あ
り
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
等

幅
広
い
分
野
を
担
当
し
て
お
り
、
教
育
行
政

と
い
う
中
立
性
や
教
育
の
重
要
性
を
考
え
る

と
教
育
長
の
職
は
そ
の
職
の
性
格
及
び
責
任

の
あ
り
方
か
ら
、
常
勤
勤
務
を
要
す
る
職
と

考
え
て
い
る
。
私
の
知
識
と
能
力
か
ら
し
て
、

非
常
勤
化
が
今
で
き
る
と
発
言
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

ま
た
、
待
遇
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
昨
年

　

月
に　

％
の
削
減
を
し
て
お
り
、
管
内
的

に
は
最
低
金
額
で
あ
る
。
こ
れ
以
下
に
下
げ

た
場
合
、
教
育
長
を
引
受
け
る
人
は
出
て
こ

な
い
と
思
い
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

なかとんべつ町議会だより１６０号 ６なかとんべつ町議会だより１６０号15
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教育長の非常勤化は可能では
　議員提案による条例改正も視野に！

柳 澤 雅 宏
　

教
育
長
の
身
分
に
つ
い
て

問　

議
会
は
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
の
結
論
と
し
て
、
教
育
長
の
非

常
勤
化
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
０
０
年
分
権
改
革
以
降
、
教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
務
は

自
治
事
務
で
あ
り
、
教
育
長
の
身
分
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

自
主
、
自
立
的
に
法
令
を
解
釈
し
、
条
例
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
町
議
会
で
は
、
教
育
長
は
特
別
職
で
あ
り
、
一

般
職
と
い
う
身
分
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
町
内
に　

校
を
数
え
た
小
中
学
校
が
、
来
年
度
か
ら
２
校
と
な

る
。
子
ど
も
の
数
が
最
盛
期
だ
っ
た
こ
ろ
と
現
在
で
は
、
教
育
長
の
仕
事
量

も
責
任
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　

教
育
長
の
任
期
が
近
づ
い
て
き
た
が
、
教
育
長
の
非
常
勤
化
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
そ
の
待
遇
を
見
直
す

考
え
が
な
い
か
伺
う
。

10

10

　

こ
ど
も
館
に
つ
い
て

問　

本
年
度
の
交
付
税
算
定
の
基
準
と
な
る
４
月
１
日
現
在
の
長
時
間
利
用
児
（
保
育
所

園
児
）
は
、　

人
と
昨
年
度
に
比
べ
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
の
交
付
税
２
百　

万
４
千
円
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た　

人
を
さ
ら
に
下

回
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
赤
字
額
は
３
千
５
百
万
円
以
上
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

交
付
税
対
象
と
な
ら
な
い
幼
児
ク
ラ
ブ
の
入
所
人
員
（　

人
）
が
、
保
育
所
入
所
人

員
（　

人
）
を
逆
転
し
て
お
り
、
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
町
の
財
政
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
基
準
財
政
需
要
額
を
大
き
く
超
え
て
こ
ど
も
館

に
交
付
税
が
充
て
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
分
は
、
他
の
分
野
か
ら
振
り
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
経
費
の
削
減
は
も
と
よ
り
、
保
育
所
へ
の
一
本
化
な
ど
、
早

急
に
赤
字
削
減
対
策
を
実
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

道
議
会
で
も
高
橋
は
る
み
知
事
が
認
定
子
ど
も
園
の
（
交
付
税
算
定
）
不
備
を
認
め

た
。
町
長
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
姿
勢
が
欲
し
い
。
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平
中
こ
ど
も
館
長

答　

こ
ど
も
館
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
就
学
前
の

子
ど
も
達
に
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
提
供
し
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
質

の
高
い
子
育
て
支
援
を
目
指
し
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
２
名
の
正
職
員
が
減
と
な
り
、
今
年
度　

月
中
旬
ま

で
育
児
休
暇
中
の
職
員
が
い
る
現
状
の
中
で
、
職
員
の
補
充
を
し
な
い
で

人
件
費
削
減
を
図
り
、
現
在
い
る
職
員
が
連
携
協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら

保
育
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

　

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
職
員
ひ
と
り
一
人
が
常
に
意
識
を
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
保
育
・
教
育
・
各
家
庭
へ
の
子

育
て
支
援
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

保
育
所
へ
の
一
本
化
は
、
現
在
検
討
し
て
い
な
い
が
、
就
学
前
の
子
ど

も
を
持
つ
家
庭
と
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今
何
が
最
善
の
保
育
・
教
育

・
支
援
な
の
か
を
一
番
に
考
え
て
運
営
に
あ
た
り
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

今
の
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
、
政
策
懇
談
会
や
財
務
省
等
に
財
政
支
援

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　

子
育
て
が
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
の
も
我
々
の
責
任
。
４
時
間
・
６

時
間
、
８
時
間
コ
ー
ス
を
一
本
化
で
き
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
意

見
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
。

19

19
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保育所園児減少で赤字拡大！
　こども館の抜本改革急げ

柳 澤 雅 宏

今年も盛り上がったチーム対抗リレー

業
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
等
に
よ
る
効
率
的

・
安
定
的
な
木
材
の
供
給
体
制
の
確
保
、
木
材

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進
等
に
よ
り
間
伐
材

を
含
む
地
域
材
の
需
要
拡
大
対
策
の
推
進
に
よ

る
地
域
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
。
③
水
源
林

造
成
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
組
織

体
制
の
確
保
。
④
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
国
有
林
を
適
正
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
公
的
機
能
の
一
層
の
発
揮

を
図
る
た
め
国
に
よ
る
管
理
運
営
体
制
の
堅
持

及
び
そ
の
管
理
運
営
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る

森
林
・
林
業
担
い
手
の
育
成
と
地
域
活
性
化
へ

の
寄
与
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

村
山
義  

　

明
■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内

　

閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣　

農

　

林
水
産
大
臣　

林
野
庁
長
官

○ 

発
議
第
４
号　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　

 

す
る
意
見
書

○ 

発
議
第
５
号　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

 

の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成　

年
６
月
に
成
立
し
た
改
正
健
康
保
険

法
に
よ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
、

４
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
に
新
た
な
負
担
と
差

別
医
療
が
生
じ
る
こ
と
や
、
低
所
得
者
へ
の
配

慮
に
欠
け
る
こ
と
、
か
か
り
つ
け
医
制
の
機
能

不
全
な
ど
、
導
入
当
初
か
ら
多
く
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
保
険
医
療
制
度

全
体
の
信
頼
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
と

連
動
さ
せ
、
保
険
者
で
あ
る
広
域
連
合
に
成
果

主
義
と
競
争
原
理
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
市
町

村
に
お
い
て
は
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
へ
の
新

た
な
公
費
支
出
、
制
度
導
入
に
伴
う
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
な
ど
、
財
政
負
担
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
今
後
増
大
す
る
高
齢
者
の
医

療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
国
民

皆
保
険
を
堅
持
し
、
医
療
制
度
の
持
続
的
か
つ

安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
創
設
さ
れ
た
も
の

と
一
定
の
理
解
は
で
き
る
が
、
生
活
基
盤
の
弱

い
高
齢
者
と
高
齢
化
が
著
し
い
市
町
村
の
実
態

に
十
分
に
配
慮
し
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど

こ
で
も
平
等
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
持
続
可
能

な
医
療
制
度
と
な
る
よ
う
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
国
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

①
低
所
得
者
に
保
険
料
及
び
窓
口
負
担
の
減

免
を
行
な
う
な
ど
、
高
齢
者
個
々
の
実
態
に
配

18

慮
し
、
そ
の
財
源
は
特
別
調
整
交
付
金
な
ど
国

が
措
置
す
る
こ
と
。②
広
域
連
合
に
対
す
る
財
政

支
援
を
積
極
的
に
行
な
い
、
市
町
村
に
お
い
て
、

す
で
に
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
て
い
る
電
算

処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
改
修
に
関
し
、
万
全

の
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。③
終
末
期
相
談
支

援
料
を
は
じ
め
と
し
た
診
療
報
酬
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
含
め
て

幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
制
度
に
ふ
さ
わ
し
い
報

酬
体
系
と
す
る
こ
と
。④
国
の
医
療
予
算
を
増
や

し
て
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
全
国
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

藤
田
首

　

健
■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内

　

閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

請
願
第
１
号
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
発
議
さ
れ
た
同
内
容
の
意

見
書
で
す
。

■
提
出
者　

本
多
夕
紀
江　

賛
成
者　

村
山
義  

　

明
■
提
出
先　

文
部
科
学
大
臣　

北
海
道
知
事　

　

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長　

北
海
道
人
事

　

委
員
会
委
員
長

請願第２号　「査定昇給制度」の導
入にあたって　その運用について慎
重に検討することを求める請願

■請願者　宗谷教職員組合中頓別支
　部　支部代表　茶谷裕樹（敬称略）
■紹介議員　本多夕紀江　西原央騎
　第１回定例会で、継続審査となっ
　た本請願は、常任委員会での審査
　が未了となり、結論を出すには至
　りませんでした。

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進
みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

ホームページで議事録などを公開しています
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受け継いでほしい山村留学の伝統
星 川 三喜男

　

福
家
教
育
長

答　

山
村
留
学
制
度
は
、
学
校
や
保
護
者
及
び
地
域
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
は
じ
め
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
学
校
や
保

護
者
な
ど
地
域
の
方
々
か
ら
山
村
留
学
制
度
導
入
の

意
向
が
あ
れ
ば
、
考
え
た
い
と
思
う
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
と
し
て
そ
う
や
自
然
学
校
を
活
用

す
る
の
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
今

の
と
こ
ろ
困
難
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

自
然
学
校
の
取
組
み
を
成
功
さ
せ
て
い
る
事
例
の

中
で
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
を
行
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
う
。
今
年
度
は
先
進
事
例
を
調
査
し
検

討
し
て
い
く
。

　

山
村
留
学
に
つ
い
て

問　

小
頓
別
小
中
学
校
で
の
山
村
留
学
が
、
今
年
度
で
終
了
し
、　

年
間
の
歴
史
に
幕

を
降
ろ
す
。

　

現
在
、
５
家
族
６
名
の
親
子
留
学
と
６
名
の
里
親
留
学
の
児
童
生
徒
が
、
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
の
び
の
び
と
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

先
般
、
子
ど
も
た
ち
に
来
年
度
以
降
の
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
数
名
が
留
学
の

継
続
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
そ
の
親
達
も
自
然
体
験
や
農
村
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　

山
村
留
学
は
、
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
自
治
体
の
熱
意
と
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
教
育
制
度
で
あ
る
。
今
後
、
中
頓
別
小
学
校
、
中

学
校
も
児
童
生
徒
と
教
職
員
の
減
少
で
、
ゆ
と
り
あ
る
学
校
運
営
が
難
し
く
な
る
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
来
年
度
か
ら
両
校
で
山
村
留
学
制
度
を
受
け
継
ぐ
考
え
が

な
い
か
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
そ
う
や
自
然
学
校
（
旧
敏
音
知
小
学
校
）
を
利
用
し

た
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
に
取
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

教
育
長
の
一
般
公
募
に
つ
い
て

は
、
幾
つ
か
の
自
治
体
に
お
い
て

教
育
委
員
、
教
育
長
候
補
教
育
委

員
の
公
募
制
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

公
募
に
お
い
て
は
、
応
募
し
て

き
た
人
を
ど
う
選
別
す
る
の
か
、

誰
が
選
ぶ
の
か
、
ま
た
被
選
挙
権

の
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
当
然
住
民
の
中
か
ら
選
択
を

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

　

今
ま
で
公
募
し
た
市
町
村
等
に

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
長
の
公
募
制
に
つ
い
て

問　

今
年
、
９
月
を
も
っ
て
教
育
長
の
任
期
が
切
れ

る
。

　

教
育
長
と
い
う
職
が
町
職
員
の
最
後
の
仕
事
だ

と
は
思
え
な
い
。
一
般
公
募
は
、
教
育
に
詳
し
い

人
材
確
保
や
選
任
の
透
明
性
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
面

が
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
長
候
補
者
を
一
般
公
募

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

恒例行事となった山村留学カヌー

教育長は公募制で人材登用を
星 川 三喜男

■
請
願
者　

中
頓
別
町
校
長
会　

会
長　

村
上

　

徹
／
中
頓
別
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長　

古

　

谷
裕
一
／
中
頓
別
町
教
育
研
究
会　

会
長　

　

橋
本
壽
子
／
中
頓
別
町
教
頭
会　

会
長　

井

　

村
雅
彦　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■
紹
介
議
員　

本
多
夕
紀
江

■
請
願
の
趣
旨
・
内
容

　

国
の
へ
き
地
指
定
基
準
の
改
定
が
、
今
年
度

実
施
の
予
定
で
あ
り
、
都
市
部
と
地
方
の
教
育

格
差
を
是
正
す
る
た
め
次
の
事
項
の
実
現
を
関

係
機
関
に
要
望
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
。

　

①
今
期
の
へ
き
地
指
定
基
準
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
本
道
の
実
情
に
即
し
、
教
育
の
機

会
均
等
・
水
準
の
確
保
・
無
償
制
の
観
点
か
ら
、

教
育
格
差
の
是
正
に
役
立
つ
実
態
調
査
と
へ
き

地
指
定
基
準
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
。
②
利

尻
・
礼
文
の
離
島
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
そ
の

へ
き
地
性
の
改
善
は
困
難
で
あ
り
、
無
条
件
で

５
級
地
と
す
る
こ
と
。
③
へ
き
地
級
地
の
基
準

点
の
算
定
に
あ
た
り
、
中
心
都
市
と
の
距
離
区

分
と
配
点
は
、
北
海
道
の
広
域
性
を
踏
ま
え
、

へ
き
地
性
が
正
し
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
上
限

を
設
定
せ
ず
、
距
離
に
比
例
し
た
点
数
配
分
と

す
る
こ
と
。
（
常
任
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、

６
月　

日
の
本
会
議
で
採
択
）

○ 

請
願
第
１
号　

実
情
に
見
合
っ
た
へ
き

　

 

地
指
定
基
準
の
見
直
し
・
改
善
を
求
め

　

 

る
請
願

○ 

発
議
第
１
号　

医
師
・
看
護
師
等
の
大

　

 

幅
な
増
員
を
求
め
る
意
見
書　

○ 

発
議
第
２
号　

郵
政
民
営
化
見
直
し
を

　

 

求
め
る
意
見
書

請願・意見書
　第２回定例会では、請願１件、
意見書５件が、いずれも全会一致
で採択・可決されました。
　このうち、意見書は、6月 20日
の本会議で可決後、直ちに国等の
関係機関に送られました。

況
下
で
、
道
内
の
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て
し
ま

う
こ
と
さ
え
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
危

機
的
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
国
の
責
任
で

医
療
現
場
で
の
大
幅
増
員
を
保
障
す
る
医
師
・

看
護
職
員
等
の
確
保
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
よ
う
次
の
事
項
を
要
望
す
る
。

　

①
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
内
容
に
基
づ
き
、

看
護
師
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
た
め
、
月
８
日

以
内
に
夜
勤
を
規
制
す
る
な
ど
「
看
護
職
員
確

保
法
」
を
改
正
す
る
こ
と
。②
医
師
の
養
成
を

大
幅
に
増
や
し
、
勤
務
条
件
の
改
善
を
は
か
る

た
め
、
医
師
確
保
に
向
け
た
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
。③
社
会
保
障
費
の
削
減
を
や
め
、
医
師
・

看
護
師
等
の
大
幅
増
員
に
必
要
な
財
政
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

■
提
出
者　

本
多
夕
紀
江　

賛
成
者　

村
山
義 

　

明
■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　

財
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

総
務
大
臣

　

国
営
公
共
事
業
と
し
て
、
国
民
生
活
に
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
郵
政
三
事
業

は
、
平
成　

年　

月
１
日
に
民
営
・
分
社
化
さ

れ
た
が
、
取
集
回
数
の
削
減
や
取
集
ポ
ス
ト
の

撤
去
な
ど
に
よ
り
、
地
方
切
り
捨
て
、
サ
ー
ビ

ス
格
差
が
進
ん
だ
。　　
　
　

　

郵
政
民
営
化
法
は
三
年
ご
と
の
見
直
し
を
義

務
付
け
て
い
る
が
、
民
営
化
の
現
実
は
、
郵
便
・

金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
郵
便
局
の

○ 

発
議
第
３
号　

国
に
よ
る
公
的
森
林
整

　

 

備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

　

 

を
求
め
る
意
見
書　

　

今
後
の
林
政
の
展
開
に
当
た
り
、
森
林
吸
収

源
対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
特
に
、
国
有
林

野
事
業
等
に
お
い
て
、
安
全
安
心
な
国
民
生
活

を
守
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
水
源

林
等
公
益
森
林
の
整
備
や
山
村
の
活
性
化
に
十

全
に
寄
与
す
る
よ
う
次
の
事
項
の
実
現
を
求
め

る
。

　

①
森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
環
境
税
等
税
制
上
の
措
置
を
含
め
安
定
的
な

財
源
を
確
保
し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
施

策
の
推
進
と
森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
措
置
に

よ
る
森
林
経
営
意
欲
の
創
出
。 

②
緑
の
雇
用
対

策
等
森
林
・
林
業
の
担
い
手
対
策
の
拡
充
、
施

19

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
断
を
推
進
し
て
お
り
、
直

ち
に
見
直
し
を
図
る
よ
う
次
の
事
項
に
つ
い
て

国
に
要
望
す
る
。

　

①
法
律
に
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
義
務
を
明
記
し
、
郵
便
貯
金
を
ど
こ
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
日
本
郵
政
株
式
会
社
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
か

ん
ぽ
生
命
保
険
各
社
の
株
式
に
つ
い
て
国
が
保

持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
株
式
売
却
を
凍
結
す
る

こ
と
。 

③
郵
政
民
営
化
実
施
を
前
後
し
た
郵
便

と
郵
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
検
証
し
、
民
営

化
を
見
直
す
こ
と
。

■
提
出
者　

西
原
央
騎　

賛
成
者　

藤
田
首
健

■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

　

医
師
や
看
護
師
等
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
状

18

10

17
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施設定員とバランスの取れた
　グループホーム建設計画を！

東海林 繁 幸
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
に
つ
い
て

問１
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
計
画
（
平
成　

年
度
９
戸
）
に
つ

　

い
て
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
伺
う
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

　

ホ
ー
ム
か
ら
通
え
る
授
産
施
設
を
高
等
学
校
関
連
施
設
を

　

つ
か
っ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

２　

年
度
４
月
に
９
名
の
入
居
予
定
者
が
あ
る
が
、
就
業
見

　

込
み
と
ホ
ー
ム
指
導
員
、
管
理
人
等
の
配
置
計
画
を
伺
う
。

３
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
移
行
に
伴
い
天
北
厚
生
園
の
定
員
は
ど

　

う
な
る
の
か
。

旧農業高校職員住宅は
グループホーム施設に改修が決まる

20

21
　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答 １
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
一
体
型
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
と

　

中
農
高
の
教
員
住
宅
の
貸
与
等
に
関
し
協
議
が
整
っ
た
の
を
受
け
て
、
天
北
厚

　

生
園
が
「
日
本
財
団
」
に
対
し
補
助
金
申
請
し
、
助
成
金
の
内
定
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
７
月
に
改
修
工
事
に
着
手
し
９
月
末
ま
で
に
完
成
さ
せ　

月
か
ら
３
月

　

ま
で
の
期
間
で
、
入
居
者
に
対
し
自
活
の
た
め
の
訓
練
を
行
な
う
計
画
で
あ
る
。

　

訓
練
中
は
職
員
が
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２
現
在
、
一
般
就
労
に
よ
る
通
年
雇
用
者
は
、
６
事
業
所　

人
で
あ
る
。
町
と
し

　

て
も
、
雇
用
対
策
会
議
を
開
催
し
、
関
係
団
体
に
対
し
施
設
利
用
者
に
対
す
る

　

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
協
力
要
請
を
し
た
。

　
　

職
員
の
配
置
計
画
は
、
定
員
９
人
の
場
合
で
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
施

　

設
職
員
兼
務
）
１
人
、
世
話
人
１
・
５
人
、
夜
間
支
援
従
事
者
１
人
の
ほ
か
、

　

障
害
程
度
区
分
３
以
上
の
者
が
利
用
す
る
場
合
に
は
生
活
支
援
員
の
配
置
が
必

　

要
と
な
る
。

３
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
行
し
た
人
数
は
、
施
設
の
定
員
か
ら
減
員
す
る
こ
と
に

　

な
る
。
天
北
厚
生
園
で
は
、
程
度
区
分
の
仮
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地
域

　

生
活
へ
移
行
す
る
施
設
利
用
者
を　

人
と
し
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
、
移
行

　

後
の
施
設
定
員
は　

人
定
員
と
な
る
。

　
　

定
員
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
見
込
み
を
持
て
な
い
。
今
、
制
度
見

　

直
し
の
方
向
で
あ
る
。
今
年
３
Ｄ
Ｋ
に
４
箇
所
整
備
す
る
が
、
定
員
の
関
係
も

　

含
め
て
来
年
度
は
残
り
の
４
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
の
４
戸
を
整
備
す
る
だ
け
で
い
い
か

　

ど
う
か
検
討
の
指
示
を
し
て
い
る
。

10

10

30

　

町
村
合
併
に
つ
い
て

問　

去
る
６
月
６
日
に
「
み
ん
な
で
中

頓
別
の
自
治
を
考
え
よ
う
」
と
題
す

る
市
町
村
合
併
に
関
す
る
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
、
道
の
担
当
者
か
ら
合
併

新
法
下
に
お
け
る
財
政
措
置
や
支
援

プ
ラ
ン
、
新
規
合
併
緊
急
支
援
事
業

内
容
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

次
の
点
を
伺
う
。

１
勉
強
会
に
関
す
る
町
長
の
感
想
を

　

伺
う
。

２
今
後
も
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
継

　

続
す
る
か
。

３
勉
強
会
の
後
、
参
加
者
の
意
見
交

　

換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答１
第
１
回
勉
強
会
に
は
町
民
約　

名
が
参
加
し
、
道
の
合
併

　

担
当
者
か
ら
合
併
に
関
わ
る
支
援
策
等
の
説
明
を
受
け
、

　

北
海
道
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
町
民
の
方
々
に
一
定
の
情

　

報
を
提
供
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

個
人
の
感
想
で
は
、
北
海
道
が
合
併
を
奨
励
す
る
た
め

　

の
制
度
と
し
て
は
、
１
町
村
１
年
あ
た
り
３
千
万
円
、
２

　

分
の
１
を
限
度
と
し
て
出
す
と
い
う
内
容
で
は
あ
ま
り
に

　

も
貧
弱
だ
な
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
。

２
今
回
は
道
の
基
本
的
な
考
え
を
情
報
提
供
で
き
た
。
本
年

　

中
に
合
併
を
推
進
す
る
人
、
ま
た
は
推
進
に
反
対
す
る
人

　

等
の
講
師
を
招
い
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も

　

勉
強
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
今
後
に
お
い
て
学
習
会
等
で
色
々
な
情
報
を
共
有
し
た
上

　

で
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

40

合併勉強会は今後も必要
東海林 繁 幸

　

寄
附
控
除
の
事
務
的
手
続
き
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
代
な
ど
に
、
寄
附
額
を
超
え
る
経
費

が
か
か
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

て
、
寄
附
の
集
り
方
が
左
右
さ
れ
る
。
募
集

の
取
り
組
み
、
使
途
の
説
明
責
任
が
重
要
で

あ
り
、Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
す
べ
き
で
あ
る
。

藤 

田 

委 

員

　

な
に
を
伝
え
る
か
が
重
要
な
の
で
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
り
方
が
重
要
で
あ
る
。

西 

原 

委 

員

　

寄
附
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
し
っ
か
り
す

べ
き
で
あ
り
、
不
明
金
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

村 

山 

委 

員

補  正  予  算  の  あ  ら  ま  し

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
教
育
委
員

 　

会
委
員
定
数
条
例
（
新
規
）

　

中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
の
基
本
理
念
、

基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
す
で
に
議
会
議
員
定

数
も
減
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
教
育
委
員
５
名
を
４
名
に
減
じ
る
も

の
で
す
。（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児
医

 　

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

道
の
医
療
給
付
事
業
補
助
要
綱
の
改
正
に

伴
い
、
対
象
年
齢
が
現
行
の
６
歳
ま
で
か
ら 

　

歳
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

改
正
で
す
（　

月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
４
号　

重
度
心
身
障
害
者
及

　

 

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

　

 

成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

道
の
医
療
給
付
事
業
補
助
要
綱
の
改
正
に

伴
い
、
重
度
心
身
障
害
者
の
う
ち
に
新
た
に

精
神
障
害
者
を
助
成
の
対
象
と
し
、
通
院
時

の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。   

（　

月

１
日
施
行
）

12

10
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　歳入歳出予算の総額に５千３百９１万３千円を追加し、予算
総額は３０億１千４百６３万５千円に。歳出の主なものは、地
域新エネルギービジョン策定経費として８５０万円、ロータリ
ー除雪車購入費３千５百３８万１千円、消防費として６百２２
万４千円（１名分人件費）を追加。歳入では、地域新エネルギ
ービジョン策定事業として歳出同額の８５０万円、ロータリー
除雪車購入費の国庫補助金１千９百６０万９千円（補助基準額
２千９百４１万４千円）、町債として、医師住宅整備事業に７
百３０万円、ロータリー除雪車購入に１千５百万円を計上。

○ 議案第５号　平成20年度一般会計補正予算

○ 議案第６号　平成20年度国民健康保険事業特別会計補正予算

●主な質疑
Ｑ 東海林委員

Ａ 中原産業建設課参事

　ロータリー除雪車購入費として３千５百３８万１千円を計上
しているが、国庫補助基準額２千９百４１万４千円との差額発
生理由を伺う。

　購入するロータリー除雪車はドーザーとしても使用できる機
種。そのための附属機購入費が補助対象外となり差額が出た。
Ｑ 本多委員

Ａ 小林まちづくり推進課長

　地域新エネルギービジョン策定事業の策定メンバーは？新エ
ネルギーとして、どのようなものを想定しているのか。

Ｑ 東海林委員及び柳澤議員
　医師住宅として２５坪は狭くないか。坪当たり建設単価６６
万円は民間住宅に比べ高くないか。

　歳入歳出予算の総額に４百３９万４千円を追加し、予算総額
は２億８千９百１９万７千円に。歳出歳入のそれぞれに、医師
住宅建設に係る繰出金、国からの財政調整交付金として、３百
３８万３千円を計上。
○ 議案第７号　平成20年度老人保健事業特別会計補正予算
　歳入歳出予算の総額に１千１３万９千円（国、道の医療費交
付金精算償還金等）を追加し、予算総額は４千４百９３万円に。

○ 議案第８号　平成20年度国民健康保険病院事業会計補正予算
　収益的収支で１百２８万２千円を減額し、収支総額はそれぞ
れ４億７千９百９６万５千円に。資本的支出では、医師住宅１
棟（８２平方メートル・約２５坪）を病院裏手に建設するため
１千８百５０万円を計上。これにより、資本的支出総額は６千
２百８３万１千円に。

○ 議案第９号　平成20年度介護保険事業特別会計補正予算
　歳入歳出予算の総額に３２万１千円（居宅介護住宅改修費等）
を追加し、予算総額は１億８千４百８１万円９千円に。

　メンバーは、地元の経済団体、住民代表、北電、開発建設部、
宗谷支庁の担当者などである。太陽光、風力、バイオマス、雪
氷熱温度差エネルギー、その他として、小水力、地熱、燃料電
池、天然ガスの賦存量の調査を行なう。

Ａ 青木国保病院事務長
　国庫補助基準の枠内の面積とした。医師の家族構成によって
は、狭いかも知れない。
Ａ 野邑町長及び中原産業建設課参事
　民間住宅の単価との比較、整合性を十分考慮し発注したい。

●主な質疑

60
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こども館への通園負担軽減対策に本腰を
西 原 央 騎

　

福
家
教
育
長

答　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
で
ご
質
問
の
あ
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
特
に
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
は
無
く
、
現
行
ど
お
り
と
し
て
い
る
。
利
用
の
緩
和

措
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
こ
ど
も
館
園
児
の
登
園
時
間
や
降
園
時

間
に
合
わ
せ
て
の
運
行
は
困
難
だ
が
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
で
の

利
用
は
可
能
と
考
え
る
の
で
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

子
ど
も
を
保
育
所
に
送
迎
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
状
況
、
健
康

状
況
を
保
育
士
さ
ん
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
保
護
者
の
責
務
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
送
迎
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
一
部
の
地
域
だ
け
で
は
な

く
町
全
体
の
平
等
も
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
他
に
、
幼
児
の
体
力

的
な
問
題
等
も
あ
る
。
今
後
子
ど
も
館
に
子
ど
も
を
入
れ
た
い
と
い

う
親
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
知
恵
を
絞
り
検
討
し
て
い
く
。

　

遠
距
離
地
域
か
ら
の
こ
ど
も
館
へ
の
送
迎
に
つ
い
て

問　

少
子
化
が
顕
著
な
中
頓
別
町
に
あ
っ
て
、
こ
ど
も
館
へ
通

う
園
児
は
一
人
ひ
と
り
が
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
通
え
る
よ
う
な
政
策
づ
く
り

が
、
地
域
の
未
来
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
緊
急
の
課
題
で
あ

る
交
付
税
の
確
保
対
策
と
し
て
も
必
要
と
考
え
る
。

　

従
前
に
も
一
般
質
問
し
た
が
、
遠
距
離
地
域
か
ら
の
こ
ど

も
館
へ
の
送
迎
に
関
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
緩
和
措

置
な
ど
の
検
討
結
果
や
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

敏
音
知
地
域
や
上
頓
別
地
域
は
１
日
２
往
復　

キ
ロ
の
距

離
を
お
母
さ
ん
が
運
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
頓
別
に
お
い

て
は
毎
日
の
往
復
に
１
２
０
キ
ロ
と
い
う
距
離
に
な
る
。
こ

れ
を
遠
距
離
に
住
む
若
い
世
帯
に
自
己
負
担
で
通
園
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
は
、
無
理
が
あ
り
対
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。19

80

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答１
観
光
看
板
や
公
共
看
板
に
関
し
て
は
産
業
建
設
課
が
前
年
度
に

　

調
査
済
み
で
、
設
置
箇
所
、
設
置
時
期
、
所
有
者
等
整
理
し
た

　

台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
台
帳
を
基
礎
に
現
状

　

の
評
価
や
今
後
新
た
に
設
置
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て

　

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
景
観
に
関
し
て
、
現
段
階
で
町
の
方
針
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

　

は
な
い
が
、
今
後
の
大
切
な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
き
た

　

い
。
環
境
基
本
条
例
は
ま
だ
案
の
段
階
だ
が
、
農
山
村
の
特
性

　

を
活
か
し
た
中
頓
別
ら
し
い
景
観
の
保
全
と
創
造
を
と
お
し
て

　

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
形
成
を
め
ざ
す

　

こ
と
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

　

て
、
今
後
、
町
民
の
ご
意
見
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
具

　

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
看
板
や
公
共
施
設
の
目
印
に
つ
い
て
も

　

町
民
か
ら
分
か
り
に
く
い
等
の
声
も
あ
り
ま
す
。
費
用
の
か
か

　

る
問
題
で
す
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
検
討
し
た
い
。

　

景
観
に
つ
い
て

問　

４
月
か
ら
観
光
行
政
が
、
産
業
課
か
ら
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
移
行
さ
れ
、
今
後
進
め
る
都
市
住
民
と
の
交
流
や
観
光
客
の

受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
中
頓
別
の
景
観
を
守
り
育
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
従
前
に
も
一
般
質
問
し
た
が
、
町
内
に
あ
る
観
光
看
板
や
目

　

印
の
設
置
・
補
修
・
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
状
態
の
把
握
や

　

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
の
か
。

２
中
頓
別
町
が
誇
る
美
し
い
山
々
と
牧
草
地
に
囲
ま
れ
た
景
観

　

を
保
持
す
る
た
め
に
も
、
携
帯
電
話
の
ア
ン
テ
ナ
な
ど
、
鉄

　

塔
・
建
造
物
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
制
定
を
予
定
さ

　

れ
て
い
る
環
境
基
本
条
例
等
で
制
約
、
ル
ー
ル
作
り
を
し
て

　

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
景
観
に
関
し
て
の
現
在
の
町
の
方
針

　

を
伺
う
。

環境基本条例に
　　景観保全指針を！

西 原 央 騎

こども館までの通園距離
松音知（もうもう周辺）… ８㎞
　　　　→１日２往復……32㎞（３０分）
敏音知（豊平周辺）………18㎞
　　　　→１日２往復……72㎞（１時間 10分）
上頓別（バス停周辺）……20㎞
　　　　→１日２往復……80㎞（１時間 20分）
小頓別（小中学校周辺）…28㎞
　　　　→１日２往復…112 ㎞（１時間 50分）
※毎日、中頓別～美深間を往復している距離と同等

弥生（寿トンネル周辺）… ６㎞
　　　　→１日２往復……24㎞（２５分）
兵安・神崎（厚生園周辺）…９㎞
　　　　→１日２往復……36㎞（３５分）

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
た
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　

年

４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
（
専
決

処
分  

承
認
第
６
号  

中
頓
別
町
税
条
例
参
照
）
、

寄
附
者
の
意
向
が
十
分
に
反
映
で
き
る
よ
う
寄

附
の
使
い
道
を
明
ら
か
に
し
、
制
度
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
６
月　

日
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
同
日
、
本
会
議
で
可
決
）

■
条
例
の
目
的
（
第
１
条
）

　

ふ
る
さ
と
中
頓
別
町
を
心
か
ら
愛
し
、
応
援

し
よ
う
と
す
る
個
人
又
は
団
体
か
ら
広
く
寄
附

金
を
募
り
、
当
該
寄
附
金
を
財
源
と
し
、
活
力

と
う
る
お
い
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
寄
附
金
の
使
い
道
（
第
２
条
・
３
条
関
係
）

　

こ
の
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金
を
財
源
と
し
て

実
施
す
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
す
。

　

①
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
及
び
活
用
に
関

す
る
事
業
、
②
未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
健
全
育

成
及
び
教
育
に
関
す
る
事
業
、
③
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
医
療
福
祉
向
上
に
関
す
る
事
業
、

④
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業
、
⑤
そ
の

他
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
し
た
事
業
。

　

寄
附
者
は
、
寄
附
の
使
い
道
を
右
の
事
業
か

ら
指
定
し
ま
す
。

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
ふ
る
さ
と
応

 　

援
寄
附
条
例（
新
規･

常
任
委
員
会
付
託
）

議決された
条例・補正予算

　第２回定例会では、中頓別町ふる
さと応援寄附条例ほか、９件の議案
が提案され、いずれも可決されまし
た。

　

鍾
乳
洞
や
敏
音
知
岳
、
頓
別
川
の
環
境
保
全

な
ど
、
ふ
る
さ
と
中
頓
別
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
の
か
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ふ
る
さ
と

会
を
活
用
し
た
い
。
寄
附
す
る
方
が
、
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
条
例
の
５
事
業
に
絞
っ
た
つ
も

り
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
中
頓
別
町

　
　

大
畑
山
展
望
台
か
ら
望
む

【
主
な
質
疑
】

【
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
】

30

20

20

Ｑ 

石
神
委
員

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

　

寄
附
者
に
対
す
る
お
礼
（
贈
り
物
）
を
考
え

て
い
る
か
。
議
員
の
寄
附
行
為
は
可
能
か
。

　

道
内
で
も
寄
附
者
に
町
の
特
産
品
を
贈
る
例

は
あ
る
。
中
頓
別
の
特
産
品
は
思
い
あ
た
ら
な

い
が
、
将
来
に
向
け
検
討
し
た
い
。
議
員
は
、

自
分
の
選
挙
区
で
の
寄
附
は
公
選
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

野
邑
町
長

　

特
産
品
で
な
く
て
も
い
い
。
町
の
広
報
誌
で

も
よ
い
。
寄
附
者
を
町
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
登
録
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
継
続
し
て
町
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

野
邑
町
長

　

年
間
ど
れ
く
ら
い
の
寄
附
額
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　

参
考
ま
で
に
、
中
頓
別
町
豊
か
な
環
境
づ
く

り
基
金
で
は
、
平
成　

年
度
で
１
４
６
万
７
千

円
（　

件
）。　

年
度
、　

万
円
４
千
円
（
８
件
）

の
寄
附
額
で
あ
る
。

Ｑ 

西
原
委
員

　

寄
附
の
募
集
対
策
に
関
し
て
、
全
庁
あ
げ
て

横
断
的
に
ア
イ
デ
ィ
ア
の
検
討
が
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

　

全
国
的
に
寄
附
者
を
取
り
合
う
状
況
で
あ
り
、

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
、
具
体
的
に
事
業
を
掲
げ
て
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

有
効
性
の
高
い
方
法
を
考
え
た
い
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

Ｑ 

石
神
委
員

　

ふ
る
さ
と
会
の
ほ
か
に
ど
ん
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

来
年
度
の
中
頓
別
小
学
校
百
周
年
事
業
の
際
、

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

Ｑ 

東
海
林
委
員

　

地
域
の
住
民
か
ら
発
信
す
る
発
想
が
必
要
で

あ
る
。
全
国
に
散
ば
る
町
民
の
親
兄
弟
や
同
窓

会
な
ど
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
す
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

　

寄
付
す
る
側
か
ら
す
る
と
使
い
道
を
指
定
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
具
体
的
な
使
い
道
の

例
を
記
入
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
町

民
に
周
知
し
た
い
。

Ａ 

野
邑
町
長

18

15

19

58

【
自
由
討
議
】

東
海
林
委
員

石 

神 

委 

員

　

地
域
の
魅
力
を
い
か
に
発
信
す
る
か
に
よ
っ



　

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
、
平
成　

年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
条
例
中

の
「
老
人
保
健
法
」
の
名
称
を
前
述
の
法
律
名

に
変
更
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
条
例
改

正
で
す
。
（
４
月
１
日
施
行
）

なかとんべつ町議会だより１６０号 10なかとんべつ町議会だより１６０号11

○ 

承
認
第
５
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保

　

 

険
病
院
使
用
料
等
条
例
（
一
部
改
正
・

　

 

３
月　

日
専
決
）

県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
面
と
、
「
好
き

な
地
域
を
応
援
す
る
」
と
い
う
側
面
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
指
定
さ
れ
た
使

途
（
事
業
等
）
を
選
ん
で
寄
附
し
た
場
合
、
居

住
地
の
個
人
住
（
町
）
民
税
（
所
得
割
）
や
所

得
税
が
一
定
割
合
控
除
さ
れ
る
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
（
平
成　

年
１
月
１
日
以
後
に
支
出

し
た
寄
附
金
か
ら
適
用
）

　

市
町
村
が
新
た
に
条
例
で
指
定
す
る
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
下
限
額
５
千
円
）
に
つ
い
て

も
、住
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
平
成　

年
度
以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用
）

③
個
人
住
（
町
）
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か

　

ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入

・
公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜
や
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
個
人
住
（
町
）
民

税
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
を
導
入

（
平
成　

年
度
か
ら
適
用
）
。

○ 

承
認
第
６
号　

中
頓
別
町
税
条
例
（
一

　
 

部
改
正
・
４
月　

日
専
決
）

専決処分された
条例・補正予算

　第２回定例会では、平成１９年度
中頓別町一般会計補正予算をはじめ
とした専決処分８件が提案され、い
ずれも承認されました。

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

　

年
４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
益
法
人
等
に
課
税
す
る「
法
人
の
均
等
割
」

　

税
率
の
適
用
の
改
正

・
法
人
格
の
な
い
社
団
や
公
益
法
人
な
ど
資
本

金
の
額
を
有
し
な
い
法
人
に
つ
い
て
、
均
等
割

を
課
税
す
る
場
合
、
最
低
税
率
を
適
用
。

②
個
人
住
（
町
）
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制

　

の
拡
充

・
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
は
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
ま
た
は
応

援
し
た
い
方
々
の
思
い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
制
度
を
見
直
し
、

寄
附
金
の
一
部
を
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除
す

る
も
の
で
す
。

　

寄
附
先
は
、
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道
府

Ｑ
東
海
林
議
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
本
多
議
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

【
主
な
質
疑
】

　

個
人
住
（
町
）
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
し

た
理
由
を
伺
う
。

　

天
引
き
は
、
行
政
側
の
都
合
で
あ
り
、
天
引

き
さ
れ
る
町
民
側
の
意
識
・
痛
み
を
知
る
姿
勢

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

改
正
地
方
税
法
の
公
布
日
が
４
月　

日
で
あ

り
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
公
的
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
つ
い
て
町
民
と
の
議
論
は
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
住
民

周
知
を
行
な
い
た
い
。

　
　

歳
以
上
の
住
民
が
６
９
０
名
。
そ
の
う
ち

所
得
割
、
均
等
割
を
課
税
さ
れ
て
い
る
の
は
１

３
８
名
。
均
等
割
の
み
課
税
は　

名
で
、
全
体

の
三
分
の
一
が
対
象
と
な
る
が
、
公
的
年
金
額

で
年
収
１
４
８
万
円
以
上
で
な
け
れ
ば
該
当
し

て
こ
な
い
と
思
う
。

30

○ 

承
認
第
７
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保

　

 

険
税
条
例
（
一
部
改
正
・
４
月　

日
専

　

 

決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
同

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
、
平
成

　

年
４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

　

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
限
度
額
の
改
正

　

国
保
税
の
基
礎
賦
課
限
度
額
を
一
般
国
保
分

　

万
円
か
ら　

万
円
に
引
下
げ
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
支
援
金
課
税
額
を　

万
円
と
す
る
こ
と
。

②
特
定
世
帯
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置

　

特
定
世
帯
（　

歳
に
達
す
る
者
が
国
民
健
康

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
単
身
世
帯
と
な
る
者
）
に
対
し
、

５
年
間
平
等
割
を
半
額
に
す
る
こ
と
。

30

21

30

21

20

20

20

30

65
20

30
47

56

12

75

③
被
扶
養
者
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置

　
　

歳
に
達
す
る
者
が
国
民
健
康
保
険
以
外
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
際
、
被
扶
養
者
の
保
険
税
額
を
２
年
間
減
免

す
る
こ
と
。

　

個
々
に
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
。
対
象
者
は
、
国
保
以
外
の
方
（
社
保
等
）

な
の
で
、
町
と
し
て
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

○ 

承
認
第
８
号　

中
頓
別
町
手
数
料
徴
収

　

 

条
例
（
一
部
改
正
・
条
例
４
月　

日
専

　

 

決
）

　

昨
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
「
戸
籍
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
従
来
、
「
何

人
で
も
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
請
求
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
い
た
戸
籍
の
公
開
制
度
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
戸
籍
法
の
規
定
を
引
用
し
て

い
る
「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関

す
る
政
令
」
が
改
正
（
平
成　

年
３
月　

日
公

布
）
さ
れ
た
た
め
、
本
政
令
を
引
用
し
て
い
る

手
数
料
徴
収
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

（
５
月
１
日
か
ら
施
行
）

30

75

　

③
の
被
扶
養
者
の
保
険
税
額
を
２
年
間
減
免

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
手
続
き
（
届
出
）
が
必

要
な
の
か
。
自
動
的
に
国
保
に
加
入
す
る
の
か
。

こ
の
激
変
緩
和
措
置
の
対
象
者
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

Ｑ
本
多
議
員

　

対
象
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
無
保
険
状
態
に

な
り
か
ね
な
い
の
で
、
住
民
周
知
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
（
社
保
等
）
が
周
知
す

べ
き
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

20

19

専
決
処
分
は
緊
急
措
置

　

こ
の
認
定
は
、
首
長
が
行
い
ま

す
が
、
客
観
性
が
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
れ
を
誤
っ
た
場
合
は
、
そ

の
専
決
処
分
は
違
法
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
と
く
に
住
民
の
権
利
・

義
務
に
関
わ
る
条
例
な
ど
は
、
極

力
、
臨
時
会
を
開
き
、
議
会
の
審

議
を
経
て
か
ら
制
定
・
改
廃
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。

　

安
易
な
専
決
処
分
は
、
住
民
の

代
表
機
関
で
あ
る
議
会
を
軽
視
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
議
会
運
営

委
員
会
で
は
、
そ
の
要
件
を
厳
守

す
る
よ
う
首
長
側
に
求
め
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
に
は
、
承
認
、
不
承

認
、
い
ず
れ
か
の
判
断
が
下
さ
れ

ま
す
が
、
仮
に
不
承
認
と
な
っ
て

も
、
そ
の
処
分
の
有
効
性
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
不
承
認
の

場
合
は
、
首
長
に
対
す
る
道
義
的

責
任
が
発
生
し
、
後
の
議
会
で
議

員
立
法
に
よ
り
、
専
決
処
分
内
容

が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
ま

す
。

専決処分された補正予算

　歳入歳出予算の総額に１千７百２２万８千円を追
加し、予算総額は３３億７千８百２３万６千円にな
りました。
　年度末の各会計の決算額が確定したことなどに伴
い、歳出では、国民健康保険事業特別会計への繰出
金６百８０万７千円、財政調整基金積立金１千４２
万１千円を追加補正。歳入では、財政調整基金繰入
金として歳出同額を計上したほか、減債基金繰入金
６百６０万７千円、過疎対策事業債（町道１条通り
線交付金事業）２０万円を追加補正しています。

○ 承認第１号　平成19年度一般会計補正
　 予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算の総額に１千５百７５万２千円を追
加し、予算総額は３億４千５百４１万９千円になり
ました。
　歳出では、医療費の急激な伸びに伴い、一般被保
険者及び退職被保険者の療養給付費１千４百１０万
５千円、退職被保険者高額療養費として１百６４万
７千円を追加補正。歳入では、一般被保険者国民健
康保険税１百３７万円を減額。国からの財政調整交
付金１千３１万５千円、一般会計からの繰入金とし
て６百８０万７千円を追加計上しています。

○ 承認第２号　平成19年度国民健康保険
　 事業特別会計補正予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算額の増減はありません。下水道事業
資本費平準化債の利率確定（２．０８％）に伴う地
方債の補正です。

○ 承認第３号　平成19年度下水道事業特
 　別会計補正予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算の総額に２万４千円を追加し、予算
総額は１億９千３百５６万７千円になりました。歳
出は、介護給付費準備基金積立金、歳入は、介護給
付費準備基金利子として、それぞれ２万４千円を追
加補正したものです。これにより、平成１９年度末
の同基金積立金の総額は、２千４百７万５千円とな
りました。

○ 承認第４号　平成19年度介護保険事業
 　特別会計補正予算（３月31日専決）

　
「
専
決
処
分
」（
せ
ん
け
つ
し
ょ

ぶ
ん
）
と
は
、
議
会
が
議
決
又
は

決
定
す
べ
き
事
件
（
議
案
）
に
つ

い
て
、
町
長
が
、
と
く
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
認
め
た
と
き
に
、
首
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
こ
れ
を
処
分

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
」
と
の
判
断
は
、
臨
時

会
の
招
集
告
示
（
周
知
）
を
前
日

に
行
い
、
翌
日
の
議
会
で
議
決
又

は
決
定
し
た
と
し
て
も
時
期
を
失

す
る
よ
う
な
極
め
て
切
迫
し
た
事

態
を
指
し
ま
す
。

31

51



　

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
、
平
成　

年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
条
例
中

の
「
老
人
保
健
法
」
の
名
称
を
前
述
の
法
律
名

に
変
更
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
条
例
改

正
で
す
。
（
４
月
１
日
施
行
）

なかとんべつ町議会だより１６０号 10なかとんべつ町議会だより１６０号11

○ 

承
認
第
５
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保

　

 

険
病
院
使
用
料
等
条
例
（
一
部
改
正
・

　

 

３
月　

日
専
決
）

県
・
市
町
村
か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
面
と
、
「
好
き

な
地
域
を
応
援
す
る
」
と
い
う
側
面
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

各
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
指
定
さ
れ
た
使

途
（
事
業
等
）
を
選
ん
で
寄
附
し
た
場
合
、
居

住
地
の
個
人
住
（
町
）
民
税
（
所
得
割
）
や
所

得
税
が
一
定
割
合
控
除
さ
れ
る
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
（
平
成　

年
１
月
１
日
以
後
に
支
出

し
た
寄
附
金
か
ら
適
用
）

　

市
町
村
が
新
た
に
条
例
で
指
定
す
る
法
人
に

対
す
る
寄
附
金
（
下
限
額
５
千
円
）
に
つ
い
て

も
、住
民
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
平
成　

年
度
以
後
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用
）

③
個
人
住
（
町
）
民
税
に
お
け
る
公
的
年
金
か

　

ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入

・
公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜
や
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
個
人
住
（
町
）
民

税
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
を
導
入

（
平
成　

年
度
か
ら
適
用
）
。

○ 

承
認
第
６
号　

中
頓
別
町
税
条
例
（
一

　

 

部
改
正
・
４
月　

日
専
決
）

専決処分された
条例・補正予算

　第２回定例会では、平成１９年度
中頓別町一般会計補正予算をはじめ
とした専決処分８件が提案され、い
ずれも承認されました。

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

　

年
４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
益
法
人
等
に
課
税
す
る「
法
人
の
均
等
割
」

　

税
率
の
適
用
の
改
正

・
法
人
格
の
な
い
社
団
や
公
益
法
人
な
ど
資
本

金
の
額
を
有
し
な
い
法
人
に
つ
い
て
、
均
等
割

を
課
税
す
る
場
合
、
最
低
税
率
を
適
用
。

②
個
人
住
（
町
）
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制

　

の
拡
充

・
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
は
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
ま
た
は
応

援
し
た
い
方
々
の
思
い
を
実
現
す
る
観
点
か
ら

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
制
度
を
見
直
し
、

寄
附
金
の
一
部
を
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除
す

る
も
の
で
す
。

　

寄
附
先
は
、
出
身
地
に
限
ら
ず
、
全
都
道
府

Ｑ
東
海
林
議
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
本
多
議
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

【
主
な
質
疑
】

　

個
人
住
（
町
）
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
し

た
理
由
を
伺
う
。

　

天
引
き
は
、
行
政
側
の
都
合
で
あ
り
、
天
引

き
さ
れ
る
町
民
側
の
意
識
・
痛
み
を
知
る
姿
勢

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

改
正
地
方
税
法
の
公
布
日
が
４
月　

日
で
あ

り
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
公
的
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
つ
い
て
町
民
と
の
議
論
は
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
住
民

周
知
を
行
な
い
た
い
。

　
　

歳
以
上
の
住
民
が
６
９
０
名
。
そ
の
う
ち

所
得
割
、
均
等
割
を
課
税
さ
れ
て
い
る
の
は
１

３
８
名
。
均
等
割
の
み
課
税
は　

名
で
、
全
体

の
三
分
の
一
が
対
象
と
な
る
が
、
公
的
年
金
額

で
年
収
１
４
８
万
円
以
上
で
な
け
れ
ば
該
当
し

て
こ
な
い
と
思
う
。
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○ 

承
認
第
７
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保

　

 

険
税
条
例
（
一
部
改
正
・
４
月　

日
専

　

 

決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
同

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
、
平
成

　

年
４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

　

主
な
改
正
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
限
度
額
の
改
正

　

国
保
税
の
基
礎
賦
課
限
度
額
を
一
般
国
保
分

　

万
円
か
ら　

万
円
に
引
下
げ
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
支
援
金
課
税
額
を　

万
円
と
す
る
こ
と
。

②
特
定
世
帯
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置

　

特
定
世
帯
（　

歳
に
達
す
る
者
が
国
民
健
康

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
単
身
世
帯
と
な
る
者
）
に
対
し
、

５
年
間
平
等
割
を
半
額
に
す
る
こ
と
。

30

21

30

21

20

20

20

30

65
20

30
47

56

12

75

③
被
扶
養
者
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置

　
　

歳
に
達
す
る
者
が
国
民
健
康
保
険
以
外
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
際
、
被
扶
養
者
の
保
険
税
額
を
２
年
間
減
免

す
る
こ
と
。

　

個
々
に
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
。
対
象
者
は
、
国
保
以
外
の
方
（
社
保
等
）

な
の
で
、
町
と
し
て
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

○ 

承
認
第
８
号　

中
頓
別
町
手
数
料
徴
収

　

 

条
例
（
一
部
改
正
・
条
例
４
月　

日
専

　

 

決
）

　

昨
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
「
戸
籍
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
従
来
、
「
何

人
で
も
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
請
求
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
い
た
戸
籍
の
公
開
制
度
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
戸
籍
法
の
規
定
を
引
用
し
て

い
る
「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関

す
る
政
令
」
が
改
正
（
平
成　

年
３
月　

日
公

布
）
さ
れ
た
た
め
、
本
政
令
を
引
用
し
て
い
る

手
数
料
徴
収
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

（
５
月
１
日
か
ら
施
行
）
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③
の
被
扶
養
者
の
保
険
税
額
を
２
年
間
減
免

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
手
続
き
（
届
出
）
が
必

要
な
の
か
。
自
動
的
に
国
保
に
加
入
す
る
の
か
。

こ
の
激
変
緩
和
措
置
の
対
象
者
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

Ｑ
本
多
議
員

　

対
象
者
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
無
保
険
状
態
に

な
り
か
ね
な
い
の
で
、
住
民
周
知
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
（
社
保
等
）
が
周
知
す

べ
き
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

20
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専
決
処
分
は
緊
急
措
置

　

こ
の
認
定
は
、
首
長
が
行
い
ま

す
が
、
客
観
性
が
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
れ
を
誤
っ
た
場
合
は
、
そ

の
専
決
処
分
は
違
法
な
も
の
と
な

り
ま
す
。
と
く
に
住
民
の
権
利
・

義
務
に
関
わ
る
条
例
な
ど
は
、
極

力
、
臨
時
会
を
開
き
、
議
会
の
審

議
を
経
て
か
ら
制
定
・
改
廃
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
。

　

安
易
な
専
決
処
分
は
、
住
民
の

代
表
機
関
で
あ
る
議
会
を
軽
視
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
議
会
運
営

委
員
会
で
は
、
そ
の
要
件
を
厳
守

す
る
よ
う
首
長
側
に
求
め
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
に
は
、
承
認
、
不
承

認
、
い
ず
れ
か
の
判
断
が
下
さ
れ

ま
す
が
、
仮
に
不
承
認
と
な
っ
て

も
、
そ
の
処
分
の
有
効
性
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
不
承
認
の

場
合
は
、
首
長
に
対
す
る
道
義
的

責
任
が
発
生
し
、
後
の
議
会
で
議

員
立
法
に
よ
り
、
専
決
処
分
内
容

が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
ま

す
。

専決処分された補正予算

　歳入歳出予算の総額に１千７百２２万８千円を追
加し、予算総額は３３億７千８百２３万６千円にな
りました。
　年度末の各会計の決算額が確定したことなどに伴
い、歳出では、国民健康保険事業特別会計への繰出
金６百８０万７千円、財政調整基金積立金１千４２
万１千円を追加補正。歳入では、財政調整基金繰入
金として歳出同額を計上したほか、減債基金繰入金
６百６０万７千円、過疎対策事業債（町道１条通り
線交付金事業）２０万円を追加補正しています。

○ 承認第１号　平成19年度一般会計補正
　 予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算の総額に１千５百７５万２千円を追
加し、予算総額は３億４千５百４１万９千円になり
ました。
　歳出では、医療費の急激な伸びに伴い、一般被保
険者及び退職被保険者の療養給付費１千４百１０万
５千円、退職被保険者高額療養費として１百６４万
７千円を追加補正。歳入では、一般被保険者国民健
康保険税１百３７万円を減額。国からの財政調整交
付金１千３１万５千円、一般会計からの繰入金とし
て６百８０万７千円を追加計上しています。

○ 承認第２号　平成19年度国民健康保険
　 事業特別会計補正予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算額の増減はありません。下水道事業
資本費平準化債の利率確定（２．０８％）に伴う地
方債の補正です。

○ 承認第３号　平成19年度下水道事業特
 　別会計補正予算（３月31日専決）

　歳入歳出予算の総額に２万４千円を追加し、予算
総額は１億９千３百５６万７千円になりました。歳
出は、介護給付費準備基金積立金、歳入は、介護給
付費準備基金利子として、それぞれ２万４千円を追
加補正したものです。これにより、平成１９年度末
の同基金積立金の総額は、２千４百７万５千円とな
りました。

○ 承認第４号　平成19年度介護保険事業
 　特別会計補正予算（３月31日専決）

　
「
専
決
処
分
」（
せ
ん
け
つ
し
ょ

ぶ
ん
）
と
は
、
議
会
が
議
決
又
は

決
定
す
べ
き
事
件
（
議
案
）
に
つ

い
て
、
町
長
が
、
と
く
に
緊
急
を

要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
と
認
め
た
と
き
に
、
首
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
こ
れ
を
処
分

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
い
」
と
の
判
断
は
、
臨
時

会
の
招
集
告
示
（
周
知
）
を
前
日

に
行
い
、
翌
日
の
議
会
で
議
決
又

は
決
定
し
た
と
し
て
も
時
期
を
失

す
る
よ
う
な
極
め
て
切
迫
し
た
事

態
を
指
し
ま
す
。
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こども館への通園負担軽減対策に本腰を
西 原 央 騎

　

福
家
教
育
長

答　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
で
ご
質
問
の
あ
っ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
特
に
改
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
は
無
く
、
現
行
ど
お
り
と
し
て
い
る
。
利
用
の
緩
和

措
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
こ
ど
も
館
園
児
の
登
園
時
間
や
降
園
時

間
に
合
わ
せ
て
の
運
行
は
困
難
だ
が
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
で
の

利
用
は
可
能
と
考
え
る
の
で
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

子
ど
も
を
保
育
所
に
送
迎
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
状
況
、
健
康

状
況
を
保
育
士
さ
ん
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
。
保
護
者
の
責
務
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
送
迎
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
一
部
の
地
域
だ
け
で
は
な

く
町
全
体
の
平
等
も
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
他
に
、
幼
児
の
体
力

的
な
問
題
等
も
あ
る
。
今
後
子
ど
も
館
に
子
ど
も
を
入
れ
た
い
と
い

う
親
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
知
恵
を
絞
り
検
討
し
て
い
く
。

　

遠
距
離
地
域
か
ら
の
こ
ど
も
館
へ
の
送
迎
に
つ
い
て

問　

少
子
化
が
顕
著
な
中
頓
別
町
に
あ
っ
て
、
こ
ど
も
館
へ
通

う
園
児
は
一
人
ひ
と
り
が
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
通
え
る
よ
う
な
政
策
づ
く
り

が
、
地
域
の
未
来
の
た
め
に
も
、
ま
た
、
緊
急
の
課
題
で
あ

る
交
付
税
の
確
保
対
策
と
し
て
も
必
要
と
考
え
る
。

　

従
前
に
も
一
般
質
問
し
た
が
、
遠
距
離
地
域
か
ら
の
こ
ど

も
館
へ
の
送
迎
に
関
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
緩
和
措

置
な
ど
の
検
討
結
果
や
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

敏
音
知
地
域
や
上
頓
別
地
域
は
１
日
２
往
復　

キ
ロ
の
距

離
を
お
母
さ
ん
が
運
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
小
頓
別
に
お
い

て
は
毎
日
の
往
復
に
１
２
０
キ
ロ
と
い
う
距
離
に
な
る
。
こ

れ
を
遠
距
離
に
住
む
若
い
世
帯
に
自
己
負
担
で
通
園
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
は
、
無
理
が
あ
り
対
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。19
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小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答１
観
光
看
板
や
公
共
看
板
に
関
し
て
は
産
業
建
設
課
が
前
年
度
に

　

調
査
済
み
で
、
設
置
箇
所
、
設
置
時
期
、
所
有
者
等
整
理
し
た

　

台
帳
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
の
台
帳
を
基
礎
に
現
状

　

の
評
価
や
今
後
新
た
に
設
置
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て

　

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
景
観
に
関
し
て
、
現
段
階
で
町
の
方
針
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

　

は
な
い
が
、
今
後
の
大
切
な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
き
た

　

い
。
環
境
基
本
条
例
は
ま
だ
案
の
段
階
だ
が
、
農
山
村
の
特
性

　

を
活
か
し
た
中
頓
別
ら
し
い
景
観
の
保
全
と
創
造
を
と
お
し
て

　

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
形
成
を
め
ざ
す

　

こ
と
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

　

て
、
今
後
、
町
民
の
ご
意
見
等
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
具

　

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
看
板
や
公
共
施
設
の
目
印
に
つ
い
て
も

　

町
民
か
ら
分
か
り
に
く
い
等
の
声
も
あ
り
ま
す
。
費
用
の
か
か

　

る
問
題
で
す
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
検
討
し
た
い
。

　

景
観
に
つ
い
て

問　

４
月
か
ら
観
光
行
政
が
、
産
業
課
か
ら
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

に
移
行
さ
れ
、
今
後
進
め
る
都
市
住
民
と
の
交
流
や
観
光
客
の

受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
中
頓
別
の
景
観
を
守
り
育
て
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
次
の
点
を
伺
う
。

１
従
前
に
も
一
般
質
問
し
た
が
、
町
内
に
あ
る
観
光
看
板
や
目

　

印
の
設
置
・
補
修
・
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
状
態
の
把
握
や

　

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
の
か
。

２
中
頓
別
町
が
誇
る
美
し
い
山
々
と
牧
草
地
に
囲
ま
れ
た
景
観

　

を
保
持
す
る
た
め
に
も
、
携
帯
電
話
の
ア
ン
テ
ナ
な
ど
、
鉄

　

塔
・
建
造
物
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
制
定
を
予
定
さ

　

れ
て
い
る
環
境
基
本
条
例
等
で
制
約
、
ル
ー
ル
作
り
を
し
て

　

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
景
観
に
関
し
て
の
現
在
の
町
の
方
針

　

を
伺
う
。

環境基本条例に
　　景観保全指針を！

西 原 央 騎

こども館までの通園距離
松音知（もうもう周辺）… ８㎞
　　　　→１日２往復……32㎞（３０分）
敏音知（豊平周辺）………18㎞
　　　　→１日２往復……72㎞（１時間 10分）
上頓別（バス停周辺）……20㎞
　　　　→１日２往復……80㎞（１時間 20分）
小頓別（小中学校周辺）…28㎞
　　　　→１日２往復…112 ㎞（１時間 50分）
※毎日、中頓別～美深間を往復している距離と同等

弥生（寿トンネル周辺）… ６㎞
　　　　→１日２往復……24㎞（２５分）
兵安・神崎（厚生園周辺）…９㎞
　　　　→１日２往復……36㎞（３５分）

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
た
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　

年

４
月　

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
（
専
決

処
分  

承
認
第
６
号  

中
頓
別
町
税
条
例
参
照
）
、

寄
附
者
の
意
向
が
十
分
に
反
映
で
き
る
よ
う
寄

附
の
使
い
道
を
明
ら
か
に
し
、
制
度
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
い
き
い
き
ふ
る
さ
と

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
６
月　

日
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
同
日
、
本
会
議
で
可
決
）

■
条
例
の
目
的
（
第
１
条
）

　

ふ
る
さ
と
中
頓
別
町
を
心
か
ら
愛
し
、
応
援

し
よ
う
と
す
る
個
人
又
は
団
体
か
ら
広
く
寄
附

金
を
募
り
、
当
該
寄
附
金
を
財
源
と
し
、
活
力

と
う
る
お
い
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

■
寄
附
金
の
使
い
道
（
第
２
条
・
３
条
関
係
）

　

こ
の
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金
を
財
源
と
し
て

実
施
す
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
す
。

　

①
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
及
び
活
用
に
関

す
る
事
業
、
②
未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
健
全
育

成
及
び
教
育
に
関
す
る
事
業
、
③
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
医
療
福
祉
向
上
に
関
す
る
事
業
、

④
地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業
、
⑤
そ
の

他
寄
附
者
の
意
向
を
反
映
し
た
事
業
。

　

寄
附
者
は
、
寄
附
の
使
い
道
を
右
の
事
業
か

ら
指
定
し
ま
す
。

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
ふ
る
さ
と
応

 　

援
寄
附
条
例（
新
規･

常
任
委
員
会
付
託
）

議決された
条例・補正予算

　第２回定例会では、中頓別町ふる
さと応援寄附条例ほか、９件の議案
が提案され、いずれも可決されまし
た。

　

鍾
乳
洞
や
敏
音
知
岳
、
頓
別
川
の
環
境
保
全

な
ど
、
ふ
る
さ
と
中
頓
別
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
の
か
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ふ
る
さ
と

会
を
活
用
し
た
い
。
寄
附
す
る
方
が
、
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
条
例
の
５
事
業
に
絞
っ
た
つ
も

り
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
中
頓
別
町

　
　

大
畑
山
展
望
台
か
ら
望
む

【
主
な
質
疑
】

【
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
】

30

20

20

Ｑ 

石
神
委
員

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

　

寄
附
者
に
対
す
る
お
礼
（
贈
り
物
）
を
考
え

て
い
る
か
。
議
員
の
寄
附
行
為
は
可
能
か
。

　

道
内
で
も
寄
附
者
に
町
の
特
産
品
を
贈
る
例

は
あ
る
。
中
頓
別
の
特
産
品
は
思
い
あ
た
ら
な

い
が
、
将
来
に
向
け
検
討
し
た
い
。
議
員
は
、

自
分
の
選
挙
区
で
の
寄
附
は
公
選
法
で
禁
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

野
邑
町
長

　

特
産
品
で
な
く
て
も
い
い
。
町
の
広
報
誌
で

も
よ
い
。
寄
附
者
を
町
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
登
録
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
継
続
し
て
町
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　

今
後
検
討
し
て
み
た
い
。

Ｑ 

石
神
委
員

Ａ 

野
邑
町
長

　

年
間
ど
れ
く
ら
い
の
寄
附
額
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

　

参
考
ま
で
に
、
中
頓
別
町
豊
か
な
環
境
づ
く

り
基
金
で
は
、
平
成　

年
度
で
１
４
６
万
７
千

円
（　

件
）。　

年
度
、　

万
円
４
千
円
（
８
件
）

の
寄
附
額
で
あ
る
。

Ｑ 

西
原
委
員

　

寄
附
の
募
集
対
策
に
関
し
て
、
全
庁
あ
げ
て

横
断
的
に
ア
イ
デ
ィ
ア
の
検
討
が
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

　

全
国
的
に
寄
附
者
を
取
り
合
う
状
況
で
あ
り
、

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
、
具
体
的
に
事
業
を
掲
げ
て
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

有
効
性
の
高
い
方
法
を
考
え
た
い
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

Ｑ 

石
神
委
員

　

ふ
る
さ
と
会
の
ほ
か
に
ど
ん
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　

来
年
度
の
中
頓
別
小
学
校
百
周
年
事
業
の
際
、

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

Ａ 

米
屋
総
務
課
長

Ｑ 

東
海
林
委
員

　

地
域
の
住
民
か
ら
発
信
す
る
発
想
が
必
要
で

あ
る
。
全
国
に
散
ば
る
町
民
の
親
兄
弟
や
同
窓

会
な
ど
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
す
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

　

寄
付
す
る
側
か
ら
す
る
と
使
い
道
を
指
定
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
具
体
的
な
使
い
道
の

例
を
記
入
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
町

民
に
周
知
し
た
い
。

Ａ 

野
邑
町
長

18

15

19

58

【
自
由
討
議
】

東
海
林
委
員

石 

神 

委 

員

　

地
域
の
魅
力
を
い
か
に
発
信
す
る
か
に
よ
っ
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施設定員とバランスの取れた
　グループホーム建設計画を！

東海林 繁 幸
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
に
つ
い
て

問１
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
計
画
（
平
成　

年
度
９
戸
）
に
つ

　

い
て
、
現
時
点
で
の
見
通
し
を
伺
う
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

　

ホ
ー
ム
か
ら
通
え
る
授
産
施
設
を
高
等
学
校
関
連
施
設
を

　

つ
か
っ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

２　

年
度
４
月
に
９
名
の
入
居
予
定
者
が
あ
る
が
、
就
業
見

　

込
み
と
ホ
ー
ム
指
導
員
、
管
理
人
等
の
配
置
計
画
を
伺
う
。

３
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
移
行
に
伴
い
天
北
厚
生
園
の
定
員
は
ど

　

う
な
る
の
か
。

旧農業高校職員住宅は
グループホーム施設に改修が決まる

20

21
　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答 １
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
一
体
型
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
と

　

中
農
高
の
教
員
住
宅
の
貸
与
等
に
関
し
協
議
が
整
っ
た
の
を
受
け
て
、
天
北
厚

　

生
園
が
「
日
本
財
団
」
に
対
し
補
助
金
申
請
し
、
助
成
金
の
内
定
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
７
月
に
改
修
工
事
に
着
手
し
９
月
末
ま
で
に
完
成
さ
せ　

月
か
ら
３
月

　

ま
で
の
期
間
で
、
入
居
者
に
対
し
自
活
の
た
め
の
訓
練
を
行
な
う
計
画
で
あ
る
。

　

訓
練
中
は
職
員
が
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

２
現
在
、
一
般
就
労
に
よ
る
通
年
雇
用
者
は
、
６
事
業
所　

人
で
あ
る
。
町
と
し

　

て
も
、
雇
用
対
策
会
議
を
開
催
し
、
関
係
団
体
に
対
し
施
設
利
用
者
に
対
す
る

　

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
協
力
要
請
を
し
た
。

　
　

職
員
の
配
置
計
画
は
、
定
員
９
人
の
場
合
で
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
施

　

設
職
員
兼
務
）
１
人
、
世
話
人
１
・
５
人
、
夜
間
支
援
従
事
者
１
人
の
ほ
か
、

　

障
害
程
度
区
分
３
以
上
の
者
が
利
用
す
る
場
合
に
は
生
活
支
援
員
の
配
置
が
必

　

要
と
な
る
。

３
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
行
し
た
人
数
は
、
施
設
の
定
員
か
ら
減
員
す
る
こ
と
に

　

な
る
。
天
北
厚
生
園
で
は
、
程
度
区
分
の
仮
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地
域

　

生
活
へ
移
行
す
る
施
設
利
用
者
を　

人
と
し
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
、
移
行

　

後
の
施
設
定
員
は　

人
定
員
と
な
る
。

　
　

定
員
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
見
込
み
を
持
て
な
い
。
今
、
制
度
見

　

直
し
の
方
向
で
あ
る
。
今
年
３
Ｄ
Ｋ
に
４
箇
所
整
備
す
る
が
、
定
員
の
関
係
も

　

含
め
て
来
年
度
は
残
り
の
４
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
の
４
戸
を
整
備
す
る
だ
け
で
い
い
か

　

ど
う
か
検
討
の
指
示
を
し
て
い
る
。

10

10

30

　

町
村
合
併
に
つ
い
て

問　

去
る
６
月
６
日
に
「
み
ん
な
で
中

頓
別
の
自
治
を
考
え
よ
う
」
と
題
す

る
市
町
村
合
併
に
関
す
る
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
、
道
の
担
当
者
か
ら
合
併

新
法
下
に
お
け
る
財
政
措
置
や
支
援

プ
ラ
ン
、
新
規
合
併
緊
急
支
援
事
業

内
容
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

次
の
点
を
伺
う
。

１
勉
強
会
に
関
す
る
町
長
の
感
想
を

　

伺
う
。

２
今
後
も
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
継

　

続
す
る
か
。

３
勉
強
会
の
後
、
参
加
者
の
意
見
交

　

換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答１
第
１
回
勉
強
会
に
は
町
民
約　

名
が
参
加
し
、
道
の
合
併

　

担
当
者
か
ら
合
併
に
関
わ
る
支
援
策
等
の
説
明
を
受
け
、

　

北
海
道
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
町
民
の
方
々
に
一
定
の
情

　

報
を
提
供
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

個
人
の
感
想
で
は
、
北
海
道
が
合
併
を
奨
励
す
る
た
め

　

の
制
度
と
し
て
は
、
１
町
村
１
年
あ
た
り
３
千
万
円
、
２

　

分
の
１
を
限
度
と
し
て
出
す
と
い
う
内
容
で
は
あ
ま
り
に

　

も
貧
弱
だ
な
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
た
。

２
今
回
は
道
の
基
本
的
な
考
え
を
情
報
提
供
で
き
た
。
本
年

　

中
に
合
併
を
推
進
す
る
人
、
ま
た
は
推
進
に
反
対
す
る
人

　

等
の
講
師
を
招
い
て
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も

　

勉
強
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
今
後
に
お
い
て
学
習
会
等
で
色
々
な
情
報
を
共
有
し
た
上

　

で
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

40

合併勉強会は今後も必要
東海林 繁 幸

　

寄
附
控
除
の
事
務
的
手
続
き
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
代
な
ど
に
、
寄
附
額
を
超
え
る
経
費

が
か
か
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

て
、
寄
附
の
集
り
方
が
左
右
さ
れ
る
。
募
集

の
取
り
組
み
、
使
途
の
説
明
責
任
が
重
要
で

あ
り
、Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
す
べ
き
で
あ
る
。

藤 

田 
委 
員

　

な
に
を
伝
え
る
か
が
重
要
な
の
で
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
り
方
が
重
要
で
あ
る
。

西 

原 

委 

員

　

寄
附
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
し
っ
か
り
す

べ
き
で
あ
り
、
不
明
金
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

村 

山 

委 

員

補  正  予  算  の  あ  ら  ま  し

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
教
育
委
員

 　

会
委
員
定
数
条
例
（
新
規
）

　

中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
の
基
本
理
念
、

基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
す
で
に
議
会
議
員
定

数
も
減
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
教
育
委
員
５
名
を
４
名
に
減
じ
る
も

の
で
す
。（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児
医

 　

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

道
の
医
療
給
付
事
業
補
助
要
綱
の
改
正
に

伴
い
、
対
象
年
齢
が
現
行
の
６
歳
ま
で
か
ら 

　

歳
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例

改
正
で
す
（　

月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
４
号　

重
度
心
身
障
害
者
及

　

 

び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

　

 

成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

道
の
医
療
給
付
事
業
補
助
要
綱
の
改
正
に

伴
い
、
重
度
心
身
障
害
者
の
う
ち
に
新
た
に

精
神
障
害
者
を
助
成
の
対
象
と
し
、
通
院
時

の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。   

（　

月

１
日
施
行
）

12

10

10

　歳入歳出予算の総額に５千３百９１万３千円を追加し、予算
総額は３０億１千４百６３万５千円に。歳出の主なものは、地
域新エネルギービジョン策定経費として８５０万円、ロータリ
ー除雪車購入費３千５百３８万１千円、消防費として６百２２
万４千円（１名分人件費）を追加。歳入では、地域新エネルギ
ービジョン策定事業として歳出同額の８５０万円、ロータリー
除雪車購入費の国庫補助金１千９百６０万９千円（補助基準額
２千９百４１万４千円）、町債として、医師住宅整備事業に７
百３０万円、ロータリー除雪車購入に１千５百万円を計上。

○ 議案第５号　平成20年度一般会計補正予算

○ 議案第６号　平成20年度国民健康保険事業特別会計補正予算

●主な質疑
Ｑ 東海林委員

Ａ 中原産業建設課参事

　ロータリー除雪車購入費として３千５百３８万１千円を計上
しているが、国庫補助基準額２千９百４１万４千円との差額発
生理由を伺う。

　購入するロータリー除雪車はドーザーとしても使用できる機
種。そのための附属機購入費が補助対象外となり差額が出た。
Ｑ 本多委員

Ａ 小林まちづくり推進課長

　地域新エネルギービジョン策定事業の策定メンバーは？新エ
ネルギーとして、どのようなものを想定しているのか。

Ｑ 東海林委員及び柳澤議員
　医師住宅として２５坪は狭くないか。坪当たり建設単価６６
万円は民間住宅に比べ高くないか。

　歳入歳出予算の総額に４百３９万４千円を追加し、予算総額
は２億８千９百１９万７千円に。歳出歳入のそれぞれに、医師
住宅建設に係る繰出金、国からの財政調整交付金として、３百
３８万３千円を計上。
○ 議案第７号　平成20年度老人保健事業特別会計補正予算
　歳入歳出予算の総額に１千１３万９千円（国、道の医療費交
付金精算償還金等）を追加し、予算総額は４千４百９３万円に。

○ 議案第８号　平成20年度国民健康保険病院事業会計補正予算
　収益的収支で１百２８万２千円を減額し、収支総額はそれぞ
れ４億７千９百９６万５千円に。資本的支出では、医師住宅１
棟（８２平方メートル・約２５坪）を病院裏手に建設するため
１千８百５０万円を計上。これにより、資本的支出総額は６千
２百８３万１千円に。

○ 議案第９号　平成20年度介護保険事業特別会計補正予算
　歳入歳出予算の総額に３２万１千円（居宅介護住宅改修費等）
を追加し、予算総額は１億８千４百８１万円９千円に。

　メンバーは、地元の経済団体、住民代表、北電、開発建設部、
宗谷支庁の担当者などである。太陽光、風力、バイオマス、雪
氷熱温度差エネルギー、その他として、小水力、地熱、燃料電
池、天然ガスの賦存量の調査を行なう。

Ａ 青木国保病院事務長
　国庫補助基準の枠内の面積とした。医師の家族構成によって
は、狭いかも知れない。
Ａ 野邑町長及び中原産業建設課参事
　民間住宅の単価との比較、整合性を十分考慮し発注したい。

●主な質疑
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受け継いでほしい山村留学の伝統
星 川 三喜男

　

福
家
教
育
長

答　

山
村
留
学
制
度
は
、
学
校
や
保
護
者
及
び
地
域
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
は
じ
め
て
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
学
校
や
保

護
者
な
ど
地
域
の
方
々
か
ら
山
村
留
学
制
度
導
入
の

意
向
が
あ
れ
ば
、
考
え
た
い
と
思
う
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
と
し
て
そ
う
や
自
然
学
校
を
活
用

す
る
の
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
今

の
と
こ
ろ
困
難
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

自
然
学
校
の
取
組
み
を
成
功
さ
せ
て
い
る
事
例
の

中
で
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
を
行
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
地
域
に
と
っ
て
も
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
う
。
今
年
度
は
先
進
事
例
を
調
査
し
検

討
し
て
い
く
。

　

山
村
留
学
に
つ
い
て

問　

小
頓
別
小
中
学
校
で
の
山
村
留
学
が
、
今
年
度
で
終
了
し
、　

年
間
の
歴
史
に
幕

を
降
ろ
す
。

　

現
在
、
５
家
族
６
名
の
親
子
留
学
と
６
名
の
里
親
留
学
の
児
童
生
徒
が
、
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
の
び
の
び
と
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

先
般
、
子
ど
も
た
ち
に
来
年
度
以
降
の
意
向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
数
名
が
留
学
の

継
続
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
そ
の
親
達
も
自
然
体
験
や
農
村
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

　

山
村
留
学
は
、
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
自
治
体
の
熱
意
と
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
教
育
制
度
で
あ
る
。
今
後
、
中
頓
別
小
学
校
、
中

学
校
も
児
童
生
徒
と
教
職
員
の
減
少
で
、
ゆ
と
り
あ
る
学
校
運
営
が
難
し
く
な
る
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
も
来
年
度
か
ら
両
校
で
山
村
留
学
制
度
を
受
け
継
ぐ
考
え
が

な
い
か
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
そ
う
や
自
然
学
校
（
旧
敏
音
知
小
学
校
）
を
利
用
し

た
セ
ン
タ
ー
方
式
の
山
村
留
学
に
取
組
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

教
育
長
の
一
般
公
募
に
つ
い
て

は
、
幾
つ
か
の
自
治
体
に
お
い
て

教
育
委
員
、
教
育
長
候
補
教
育
委

員
の
公
募
制
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
本
町
と
し
て
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

公
募
に
お
い
て
は
、
応
募
し
て

き
た
人
を
ど
う
選
別
す
る
の
か
、

誰
が
選
ぶ
の
か
、
ま
た
被
選
挙
権

の
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
当
然
住
民
の
中
か
ら
選
択
を

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

　

今
ま
で
公
募
し
た
市
町
村
等
に

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
長
の
公
募
制
に
つ
い
て

問　

今
年
、
９
月
を
も
っ
て
教
育
長
の
任
期
が
切
れ

る
。

　

教
育
長
と
い
う
職
が
町
職
員
の
最
後
の
仕
事
だ

と
は
思
え
な
い
。
一
般
公
募
は
、
教
育
に
詳
し
い

人
材
確
保
や
選
任
の
透
明
性
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
面

が
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
長
候
補
者
を
一
般
公
募

す
る
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

恒例行事となった山村留学カヌー

教育長は公募制で人材登用を
星 川 三喜男

■
請
願
者　

中
頓
別
町
校
長
会　

会
長　

村
上

　

徹
／
中
頓
別
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長　

古

　

谷
裕
一
／
中
頓
別
町
教
育
研
究
会　

会
長　

　

橋
本
壽
子
／
中
頓
別
町
教
頭
会　

会
長　

井

　

村
雅
彦　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

■
紹
介
議
員　

本
多
夕
紀
江

■
請
願
の
趣
旨
・
内
容

　

国
の
へ
き
地
指
定
基
準
の
改
定
が
、
今
年
度

実
施
の
予
定
で
あ
り
、
都
市
部
と
地
方
の
教
育

格
差
を
是
正
す
る
た
め
次
の
事
項
の
実
現
を
関

係
機
関
に
要
望
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
。

　

①
今
期
の
へ
き
地
指
定
基
準
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
は
、
本
道
の
実
情
に
即
し
、
教
育
の
機

会
均
等
・
水
準
の
確
保
・
無
償
制
の
観
点
か
ら
、

教
育
格
差
の
是
正
に
役
立
つ
実
態
調
査
と
へ
き

地
指
定
基
準
の
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
。
②
利

尻
・
礼
文
の
離
島
は
、
地
理
的
条
件
か
ら
そ
の

へ
き
地
性
の
改
善
は
困
難
で
あ
り
、
無
条
件
で

５
級
地
と
す
る
こ
と
。
③
へ
き
地
級
地
の
基
準

点
の
算
定
に
あ
た
り
、
中
心
都
市
と
の
距
離
区

分
と
配
点
は
、
北
海
道
の
広
域
性
を
踏
ま
え
、

へ
き
地
性
が
正
し
く
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
上
限

を
設
定
せ
ず
、
距
離
に
比
例
し
た
点
数
配
分
と

す
る
こ
と
。
（
常
任
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、

６
月　

日
の
本
会
議
で
採
択
）

○ 

請
願
第
１
号　

実
情
に
見
合
っ
た
へ
き

　

 

地
指
定
基
準
の
見
直
し
・
改
善
を
求
め

　

 

る
請
願

○ 

発
議
第
１
号　

医
師
・
看
護
師
等
の
大

　

 

幅
な
増
員
を
求
め
る
意
見
書　

○ 

発
議
第
２
号　

郵
政
民
営
化
見
直
し
を

　

 

求
め
る
意
見
書

請願・意見書
　第２回定例会では、請願１件、
意見書５件が、いずれも全会一致
で採択・可決されました。
　このうち、意見書は、6月 20日
の本会議で可決後、直ちに国等の
関係機関に送られました。

況
下
で
、
道
内
の
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て
し
ま

う
こ
と
さ
え
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
危

機
的
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
国
の
責
任
で

医
療
現
場
で
の
大
幅
増
員
を
保
障
す
る
医
師
・

看
護
職
員
等
の
確
保
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
よ
う
次
の
事
項
を
要
望
す
る
。

　

①
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
内
容
に
基
づ
き
、

看
護
師
等
を
大
幅
に
増
員
す
る
た
め
、
月
８
日

以
内
に
夜
勤
を
規
制
す
る
な
ど
「
看
護
職
員
確

保
法
」
を
改
正
す
る
こ
と
。②
医
師
の
養
成
を

大
幅
に
増
や
し
、
勤
務
条
件
の
改
善
を
は
か
る

た
め
、
医
師
確
保
に
向
け
た
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
。③
社
会
保
障
費
の
削
減
を
や
め
、
医
師
・

看
護
師
等
の
大
幅
増
員
に
必
要
な
財
政
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

■
提
出
者　

本
多
夕
紀
江　

賛
成
者　

村
山
義 

　

明
■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　

財
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

総
務
大
臣

　

国
営
公
共
事
業
と
し
て
、
国
民
生
活
に
不
可

欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
郵
政
三
事
業

は
、
平
成　

年　

月
１
日
に
民
営
・
分
社
化
さ

れ
た
が
、
取
集
回
数
の
削
減
や
取
集
ポ
ス
ト
の

撤
去
な
ど
に
よ
り
、
地
方
切
り
捨
て
、
サ
ー
ビ

ス
格
差
が
進
ん
だ
。　　
　
　

　

郵
政
民
営
化
法
は
三
年
ご
と
の
見
直
し
を
義

務
付
け
て
い
る
が
、
民
営
化
の
現
実
は
、
郵
便
・

金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
郵
便
局
の

○ 

発
議
第
３
号　

国
に
よ
る
公
的
森
林
整

　

 

備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

　

 

を
求
め
る
意
見
書　

　

今
後
の
林
政
の
展
開
に
当
た
り
、
森
林
吸
収

源
対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
特
に
、
国
有
林

野
事
業
等
に
お
い
て
、
安
全
安
心
な
国
民
生
活

を
守
る
た
め
に
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
水
源

林
等
公
益
森
林
の
整
備
や
山
村
の
活
性
化
に
十

全
に
寄
与
す
る
よ
う
次
の
事
項
の
実
現
を
求
め

る
。

　

①
森
林
吸
収
源
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
環
境
税
等
税
制
上
の
措
置
を
含
め
安
定
的
な

財
源
を
確
保
し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
施

策
の
推
進
と
森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
措
置
に

よ
る
森
林
経
営
意
欲
の
創
出
。 

②
緑
の
雇
用
対

策
等
森
林
・
林
業
の
担
い
手
対
策
の
拡
充
、
施

19

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
断
を
推
進
し
て
お
り
、
直

ち
に
見
直
し
を
図
る
よ
う
次
の
事
項
に
つ
い
て

国
に
要
望
す
る
。

　

①
法
律
に
金
融
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
義
務
を
明
記
し
、
郵
便
貯
金
を
ど
こ
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
日
本
郵
政
株
式
会
社
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
か

ん
ぽ
生
命
保
険
各
社
の
株
式
に
つ
い
て
国
が
保

持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
株
式
売
却
を
凍
結
す
る

こ
と
。 

③
郵
政
民
営
化
実
施
を
前
後
し
た
郵
便

と
郵
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
を
検
証
し
、
民
営

化
を
見
直
す
こ
と
。

■
提
出
者　

西
原
央
騎　

賛
成
者　

藤
田
首
健

■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

　

医
師
や
看
護
師
等
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
状

18

10

17



　

野
邑
町
長

答　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
の
管
理
運
営
の
ほ

か
に
生
涯
学
習
推
進
を
担
う
部
署
で
あ
り
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
等

幅
広
い
分
野
を
担
当
し
て
お
り
、
教
育
行
政

と
い
う
中
立
性
や
教
育
の
重
要
性
を
考
え
る

と
教
育
長
の
職
は
そ
の
職
の
性
格
及
び
責
任

の
あ
り
方
か
ら
、
常
勤
勤
務
を
要
す
る
職
と

考
え
て
い
る
。
私
の
知
識
と
能
力
か
ら
し
て
、

非
常
勤
化
が
今
で
き
る
と
発
言
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

ま
た
、
待
遇
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
昨
年

　

月
に　

％
の
削
減
を
し
て
お
り
、
管
内
的

に
は
最
低
金
額
で
あ
る
。
こ
れ
以
下
に
下
げ

た
場
合
、
教
育
長
を
引
受
け
る
人
は
出
て
こ

な
い
と
思
い
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。
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10

教育長の非常勤化は可能では
　議員提案による条例改正も視野に！

柳 澤 雅 宏
　

教
育
長
の
身
分
に
つ
い
て

問　

議
会
は
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
の
結
論
と
し
て
、
教
育
長
の
非

常
勤
化
は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
０
０
年
分
権
改
革
以
降
、
教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
務
は

自
治
事
務
で
あ
り
、
教
育
長
の
身
分
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

自
主
、
自
立
的
に
法
令
を
解
釈
し
、
条
例
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
町
議
会
で
は
、
教
育
長
は
特
別
職
で
あ
り
、
一

般
職
と
い
う
身
分
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
町
内
に　

校
を
数
え
た
小
中
学
校
が
、
来
年
度
か
ら
２
校
と
な

る
。
子
ど
も
の
数
が
最
盛
期
だ
っ
た
こ
ろ
と
現
在
で
は
、
教
育
長
の
仕
事
量

も
責
任
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

　

教
育
長
の
任
期
が
近
づ
い
て
き
た
が
、
教
育
長
の
非
常
勤
化
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
そ
の
待
遇
を
見
直
す

考
え
が
な
い
か
伺
う
。

10

10

　

こ
ど
も
館
に
つ
い
て

問　

本
年
度
の
交
付
税
算
定
の
基
準
と
な
る
４
月
１
日
現
在
の
長
時
間
利
用
児
（
保
育
所

園
児
）
は
、　

人
と
昨
年
度
に
比
べ
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
の
交
付
税
２
百　

万
４
千
円
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た　

人
を
さ
ら
に
下

回
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
赤
字
額
は
３
千
５
百
万
円
以
上
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

交
付
税
対
象
と
な
ら
な
い
幼
児
ク
ラ
ブ
の
入
所
人
員
（　

人
）
が
、
保
育
所
入
所
人

員
（　

人
）
を
逆
転
し
て
お
り
、
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
町
の
財
政
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
基
準
財
政
需
要
額
を
大
き
く
超
え
て
こ
ど
も
館

に
交
付
税
が
充
て
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
分
は
、
他
の
分
野
か
ら
振
り
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
経
費
の
削
減
は
も
と
よ
り
、
保
育
所
へ
の
一
本
化
な
ど
、
早

急
に
赤
字
削
減
対
策
を
実
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

道
議
会
で
も
高
橋
は
る
み
知
事
が
認
定
子
ど
も
園
の
（
交
付
税
算
定
）
不
備
を
認
め

た
。
町
長
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
姿
勢
が
欲
し
い
。
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36

25
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平
中
こ
ど
も
館
長

答　

こ
ど
も
館
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
就
学
前
の

子
ど
も
達
に
保
育
と
教
育
を
一
体
的
に
提
供
し
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
質

の
高
い
子
育
て
支
援
を
目
指
し
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
２
名
の
正
職
員
が
減
と
な
り
、
今
年
度　

月
中
旬
ま

で
育
児
休
暇
中
の
職
員
が
い
る
現
状
の
中
で
、
職
員
の
補
充
を
し
な
い
で

人
件
費
削
減
を
図
り
、
現
在
い
る
職
員
が
連
携
協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら

保
育
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

　

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
職
員
ひ
と
り
一
人
が
常
に
意
識
を
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
保
育
・
教
育
・
各
家
庭
へ
の
子

育
て
支
援
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

保
育
所
へ
の
一
本
化
は
、
現
在
検
討
し
て
い
な
い
が
、
就
学
前
の
子
ど

も
を
持
つ
家
庭
と
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今
何
が
最
善
の
保
育
・
教
育

・
支
援
な
の
か
を
一
番
に
考
え
て
運
営
に
あ
た
り
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

今
の
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
、
政
策
懇
談
会
や
財
務
省
等
に
財
政
支
援

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　

子
育
て
が
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
の
も
我
々
の
責
任
。
４
時
間
・
６

時
間
、
８
時
間
コ
ー
ス
を
一
本
化
で
き
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
意

見
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
。

19

19

10

保育所園児減少で赤字拡大！
　こども館の抜本改革急げ

柳 澤 雅 宏

今年も盛り上がったチーム対抗リレー

業
の
集
約
化
、
路
網
の
整
備
等
に
よ
る
効
率
的

・
安
定
的
な
木
材
の
供
給
体
制
の
確
保
、
木
材

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
促
進
等
に
よ
り
間
伐
材

を
含
む
地
域
材
の
需
要
拡
大
対
策
の
推
進
に
よ

る
地
域
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
。
③
水
源
林

造
成
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
組
織

体
制
の
確
保
。
④
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
国
有
林
を
適
正
に
管

理
す
る
と
と
も
に
、
公
的
機
能
の
一
層
の
発
揮

を
図
る
た
め
国
に
よ
る
管
理
運
営
体
制
の
堅
持

及
び
そ
の
管
理
運
営
を
通
じ
て
地
域
に
お
け
る

森
林
・
林
業
担
い
手
の
育
成
と
地
域
活
性
化
へ

の
寄
与
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

村
山
義  

　

明
■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内

　

閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣　

農

　

林
水
産
大
臣　

林
野
庁
長
官

○ 

発
議
第
４
号　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　

 

す
る
意
見
書

○ 

発
議
第
５
号　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

 

の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成　

年
６
月
に
成
立
し
た
改
正
健
康
保
険

法
に
よ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
、

４
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
に
新
た
な
負
担
と
差

別
医
療
が
生
じ
る
こ
と
や
、
低
所
得
者
へ
の
配

慮
に
欠
け
る
こ
と
、
か
か
り
つ
け
医
制
の
機
能

不
全
な
ど
、
導
入
当
初
か
ら
多
く
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
保
険
医
療
制
度

全
体
の
信
頼
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
態

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
と

連
動
さ
せ
、
保
険
者
で
あ
る
広
域
連
合
に
成
果

主
義
と
競
争
原
理
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
市
町

村
に
お
い
て
は
、
保
険
基
盤
安
定
制
度
へ
の
新

た
な
公
費
支
出
、
制
度
導
入
に
伴
う
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
な
ど
、
財
政
負
担
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
今
後
増
大
す
る
高
齢
者
の
医

療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ
た
り
国
民

皆
保
険
を
堅
持
し
、
医
療
制
度
の
持
続
的
か
つ

安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
創
設
さ
れ
た
も
の

と
一
定
の
理
解
は
で
き
る
が
、
生
活
基
盤
の
弱

い
高
齢
者
と
高
齢
化
が
著
し
い
市
町
村
の
実
態

に
十
分
に
配
慮
し
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど

こ
で
も
平
等
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
持
続
可
能

な
医
療
制
度
と
な
る
よ
う
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
り
、
国
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

①
低
所
得
者
に
保
険
料
及
び
窓
口
負
担
の
減

免
を
行
な
う
な
ど
、
高
齢
者
個
々
の
実
態
に
配

18

慮
し
、
そ
の
財
源
は
特
別
調
整
交
付
金
な
ど
国

が
措
置
す
る
こ
と
。②
広
域
連
合
に
対
す
る
財
政

支
援
を
積
極
的
に
行
な
い
、
市
町
村
に
お
い
て
、

す
で
に
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
て
い
る
電
算

処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
改
修
に
関
し
、
万
全

の
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。③
終
末
期
相
談
支

援
料
を
は
じ
め
と
し
た
診
療
報
酬
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
含
め
て

幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
制
度
に
ふ
さ
わ
し
い
報

酬
体
系
と
す
る
こ
と
。④
国
の
医
療
予
算
を
増
や

し
て
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
全
国
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

藤
田
首

　

健
■
提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内

　

閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

財
務
大
臣

　

総
務
大
臣

　

請
願
第
１
号
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
発
議
さ
れ
た
同
内
容
の
意

見
書
で
す
。

■
提
出
者　

本
多
夕
紀
江　

賛
成
者　

村
山
義  

　

明
■
提
出
先　

文
部
科
学
大
臣　

北
海
道
知
事　

　

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長　

北
海
道
人
事

　

委
員
会
委
員
長

請願第２号　「査定昇給制度」の導
入にあたって　その運用について慎
重に検討することを求める請願

■請願者　宗谷教職員組合中頓別支
　部　支部代表　茶谷裕樹（敬称略）
■紹介議員　本多夕紀江　西原央騎
　第１回定例会で、継続審査となっ
　た本請願は、常任委員会での審査
　が未了となり、結論を出すには至
　りませんでした。

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進
みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

ホームページで議事録などを公開しています
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国保税の年金天引き誰のため!?
本 多 夕紀江

白熱の論戦！
　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を
議論する大切な「しゃべり場」です。議会では、議会だよりで必
要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委
員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　第２回定例会の初日、上駒婦人学級から７名のみなさんが議場を訪れ、教育長非常勤化に
関する一般質問を中心に議員と首長側の論戦に耳を傾けました。
　傍聴手続きは簡単です。次の定例会は、９月に開かれますので、ぜひ議場を訪れ、生討論
をお聴きください。一般質問の模様は、役場及び町民センターに設置された大型テレビでも
放映されます。
　議会日程や傍聴方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（℡６－２２４４・議会事務局）へ。

カヌーを利用した頓別川河川調査で
希少なカワシンジュガイの稚貝の痕跡を確認

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告
　所管事務調査とは、常任委員会が、町の行う事
務などを自主的に調査するものです。
　議会の閉会中又は休会中に行われ、定例会でそ
の結果を報告しています。
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に教
育長のあり方やこども館の運営状況などの調査を
行いました。

所管事務調査報告所管事務調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
第

１
回
定
例
会
か
ら
第
２
回
定
例
会
ま
で
の
間
に

５
件
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

柳
澤
委
員
長
が
６
月　

日
の
本
会
議
で
報
告
し

ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
と
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
長
の
非
常
勤
化
は
実
現
可
能
と
判
断

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
化
も
視
野
に
！

【
教
育
長
の
あ
り
方
】

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
、
憲
法
第　

条

の
自
治
立
法
権
、
地
方
自
治
法
第
１
条
の
２
に

お
け
る
分
権
の
趣
旨
か
ら
、
自
主
、
自
立
的
に

法
令
を
解
釈
し
、
条
例
化
し
て
い
く
こ
と
は
至

極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正

（
非
常
勤
化
）
も
可
と
す
る
が
、
教
育
長
候
補

者
と
し
て
の
教
育
委
員
が
あ
ら
か
じ
め
首
長
に

よ
り
特
定
さ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
そ
の
選
択

肢
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

仮
に
、
教
育
長
を
常
勤
と
し
て
も
、
仕
事
量

が
減
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
勤
務
条
件
（
教

育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
に
お
け
る
給
与
等
）
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
も

検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

い
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
団
体
に
町
が
入
り
、

平
成　

年
度
予
算
の
大
部
分
が
、
補
助
金
に
よ

り
手
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
来
年
度
以
降
、
人
的
、
財
政
的
に
自
立
に

至
る
道
の
り
は
険
し
い
。　

　

こ
の
た
め
、
経
営
面
で
は
、
核
に
な
る
運
営

母
体
と
人
材
、
ベ
ー
ス
（
本
業
）
と
な
る
事
業

（
山
村
留
学
等
）
を
早
急
に
見
出
す
べ
き
で
あ

る
。

　

今
年
度
、
環
境
学
習
・
環
境
教
育
推
進
の
一

環
と
し
て
、
頓
別
川
の
環
境
調
査
、
研
修
が
実

施
さ
れ
る
が
、
環
境
基
本
計
画
・
行
動
計
画
に

反
映
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
町
に
と
っ
て
重
要
度

が
高
い
た
め
、
そ
の
詳
細
を
早
急
に
明
ら
か
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
自
然
学
校
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

年
間
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
冬
期

間
も
同
校
が
拠
点
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
に
あ
わ
せ
、
中
農

高
施
設
内
に
就
労
の
場
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
、
天
北
厚
生
園
、
道
と
施
設
利
用
計
画
の

協
議
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し

の
年
で
あ
る
が
、
昨
年　

月
７
日
に
「
与
党
障

害
者
自
立
支
援
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

20
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奥
村
保
健
福
祉
課
長

答１
国
保
税
の
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
世
帯
内

　

の
国
保
被
保
険
者
全
員
が　

歳
以
上　

歳

　

未
満
の
世
帯
で
、
年
額　

万
以
上
の
年
金

　

を
受
給
し
、
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合

　

算
額
が
年
金
の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な

　

い
方
で
、
さ
ら
に
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

　

収
さ
れ
て
い
る
場
合
に
対
象
と
な
る
。
ま

　

た
、
対
象
と
な
る
世
帯
数
及
び
人
数
に
つ

　

い
て
は
、
今
年
度
の
国
保
税
が
確
定
し
、

　

介
護
保
険
料
と
合
算
し
て
、
特
別
徴
収
の

　

対
象
と
な
る
か
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
確

　

定
す
る
の
は
７
月
下
旬
こ
ろ
に
な
る
。

２
６
月
下
旬
及
び
９
月
下
旬
に
旬
報
で
住
民

　

周
知
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
特
別
徴

　

収
と
な
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
７
月
下
旬

　

こ
ろ
で
あ
り
、
該
当
者
に
対
し
て
は
、
個

　

別
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。

３
現
在
、
国
保
に
加
入
世
帯
の
う
ち
全
員
が

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
世
帯
は
１
１
０
世

　

帯
で
、
う
ち　

世
帯
の
方
が
金
融
機
関
及

　

び
役
場
出
納
室
で
国
保
税
を
納
付
し
て
い

　

た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
納
税

　

者
の
利
便
性
と
収
納
率
の
向
上
及
び
事
務

　

の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
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国
保
税
の
年
金
天
引
き
実
施
に
つ
い
て

問　
　

月
か
ら　

歳
以
上
の
方
の
国
保
税
年
金

天
引
き
が
３
月
に
決
ま
っ
た
が
、
住
民
の
間

で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。　

歳
か
ら

は
、
介
護
保
険
料
が
年
金
天
引
き
と
な
る
こ

と
に
加
え
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年

金
天
引
き
も
４
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
年
金
生

活
者
は
大
変
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ　

歳
、　

歳
に
な
る
。
そ

こ
で
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
る
人
、
な
ら
な

　

い
人
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
ま
た
、

　

対
象
と
な
る
世
帯
数
、
人
数
に
つ
い
て
伺

　

う
。

２
実
施
日
ま
で
日
に
ち
が
あ
ま
り
な
い
が
、

　

住
民
に
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

　

知
ら
せ
、
説
明
す
る
計
画
か
。

３
元
々
、
中
頓
別
の
収
納
率
は
平
成　

、　

　

年
度
そ
れ
ぞ
れ　

・
８
％
、　

・
１
％
と

　

全
道
的
に
見
て
も
高
い
。
国
保
税
の
年
金

　

天
引
き
で
、
収
納
率
の
向
上
や
事
務
の
効

　

率
化
は
期
待
で
き
る
の
か
。
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現
在
、
常
勤
職
扱
い
が
当
然
視
さ
れ
て
い
る

教
育
長
に
つ
い
て
、
学
校
数
の
減
少
な
ど
に
伴

い
業
務
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
主
な
理
由
と

し
て
、
非
常
勤
化
で
き
な
い
か
、
学
識
経
験
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
調
査
。
そ
の
結

果
、
千
葉
大
学
法
経
学
部
・
新
藤
宗
幸
教
授
の

見
解
ど
お
り
、
現
行
法
上
、
教
育
長
を
常
勤
の

一
般
職
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
解
釈
の
根

拠
は
な
く
、
本
委
員
会
と
し
て
も
、
そ
の
身
分

は
、
特
別
職
で
あ
り
、
非
常
勤
化
も
可
能
と
判

断
す
る
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
自
治
体
を
統
制
し
て
き
た

国
の
「
通
達
」
の
呪
縛
は
、
２
０
０
０
年
分
権

改
革
時
に
解
か
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
上
意

下
達
の
法
解
釈
に
頼
る
慣
習
を
い
ま
だ
に
断
ち

切
れ
な
い
自
治
体
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。

　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
事
務
は
、
自
治
事
務

で
あ
り
、
そ
れ
を
掌
る
教
育
長
の
身
分
に
つ
い

【
そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
】

　

「
そ
う
や
自
然
学
校
」（
旧
敏
音
知
小
学
校
）

の
成
否
は
、
今
年
度
の
運
営
結
果
・
分
析
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
前
途
に
い
く
つ
か
の

懸
念
も
あ
る
。

　

前
回
所
管
事
務
調
査
報
告
で
も
指
摘
し
た
通

り
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
一
面
は
理
解
で

き
る
が
、
基
本
的
に
経
営
面
（
独
立
採
算
性
）

を
重
視
し
な
け
れ
ば
、
永
続
的
な
運
営
は
難
し

19

【
天
北
厚
生
園
の
移
転
問
題
】
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１
６
月
１
日
現
在
、
被
保
険
者
数
及
び
保
険
者
証
送
付
件
数
は

　

３
８
１
人
、
保
険
料
仮
特
別
徴
収
者
数
２
８
７
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
問
合
せ
件
数
は
、
保
険
者
証
の
紛
失
及
び
保
険
料
の

　

徴
収
方
法
に
関
し　

件
、
保
険
料
の
算
定
方
法
及
び
軽
減
措

　

置
に
関
し　

件
あ
っ
た
。

３
①　

歳
以
上
に
限
ら
ず
特
定
健
診
等
の
主
た
る
目
的
は
、
生

　

活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
あ
り
、
既
に
受
診
中

　

の
方
は
、
医
療
の
一
環
と
し
て
必
要
な
保
健
指
導
が
行
わ
れ

　

る
た
め
対
象
外
と
し
て
い
る
。
②
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
全

　

住
民
を
対
象
と
す
る
基
本
検
診
が
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
医

　

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、　

歳
以
上
は
北
海
道

　

広
域
連
合
が
健
康
診
査
を
行
い
、
受
診
者
は
健
診
単
価
の
１

　

割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
と
し
て
は
、
受
診
者
負

　

担
分
に
対
す
る
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
③
国
で
は
、
平
成

　
　

年
ま
で
に
健
康
診
査
の
実
施
率　

％
、
特
定
保
健
指
導
の

　

実
施
率　

％
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備
群
の

　

減
少
率　

％
を
目
標
に
定
め
て
お
り
、
こ
の
目
標
値
に
達
し

　

な
い
場
合
は
、
国
保
会
計
に
お
け
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

　

額
を
加
算
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度
の
国
保
被
保

　

険
者
に
お
け
る
基
本
健
診
受
診
率
は
約　

％
で
あ
り
、
目
標

　

値
に
達
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

環
境
基
本
条
例
案
は
、
平
成　

年
第
４
回
定

例
会
で
提
案
さ
れ
た
も
の
の
、
継
続
審
査
と
な

り
、
条
例
案
の
不
備
、
自
治
基
本
条
例
と
の
整

合
性
、
所
管
事
務
調
査
段
階
で
の
指
摘
等
を
首

長
側
が
認
め
、
平
成　

年
第
１
回
定
例
会
で
撤

回
し
た
経
緯
が
あ
る
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題

点
な
ど
を
め
ぐ
り
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

後期高齢者の健診は無料に！
本 多 夕紀江

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答４
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
改
修
に

　

係
る
事
業
費
は
１
千
４
百　

万
４
千
円
で
、
う
ち
国
庫
補
助

　

金
が
５
百　

万
１
千
円
、
町
負
担
分
９
百　

万
３
千
円
で
あ

　

る
。
町
村
会
で
見
直
し
・
充
実
を
国
に
要
請
。
今
後
も
働
き

　

か
け
て
い
く
。

10

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
を

問　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費
削
減
を
目
的
に
し
た

も
の
で
、
高
齢
者
に
苛
酷
な
負
担
を
押
し
つ
け
、
医
療
内
容

を
差
別
・
制
限
し
て
い
る
。

　

地
方
議
会
で
も
中
止
や
見
直
し
の
決
議
が
相
次
い
で
お
り
、

次
の
点
に
つ
い
て
当
町
の
状
況
と
所
信
を
伺
う
。

１
被
保
険
者
数
を
は
じ
め
、
保
険
料
徴
収
、
保
険
証
送
付
、

　

問
合
せ
件
数
や
内
容
等
の
状
況
。

２
後
期
高
齢
者
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
診
療
報
酬
、
①
後
期
高

　

齢
者
診
療
料
（
月
６
千
円
包
括
払
い
）
、
②
後
期
高
齢
者

　

退
院
調
整
加
算
、
③
後
期
高
齢
者
終
末
期
相
談
支
援
料
、

　

か
か
り
つ
け
（
担
当
）
医
制
度
を
国
保
病
院
で
は
導
入
し

　

て
い
る
か
。
導
入
予
定
は
あ
る
か
。

３
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
①　

歳
以
上
は
、
健
診
項
目
も
少

　

な
く
、
血
圧
、
糖
尿
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
薬
を
使
用
し

　

て
い
る
人
が
対
象
外
と
な
る
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。
②
従

　

来
の
基
本
健
診
で
は
、　

歳
以
上
無
料
だ
っ
た
が
、
今
後

　

は
３
０
０
円
の
負
担
と
な
る
。
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い

　

か
。③
受
診
率
の
低
い
自
治
体
に
は
、支
援
金
で
の
罰
則
が

　

あ
る
が
、
国
の
示
す
基
準
を
超
え
る
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

４
制
度
導
入
に
あ
た
り
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
莫
大
で
あ

　

る
。
か
か
っ
た
費
用
と
財
源
内
訳（
町
負
担
等
）を
伺
う
。

　

ま
た
、
改
修
費
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
と
す
る
べ
き
。

75

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
算
定
基

礎
と
な
る
長
時
間
利
用
児
（
保
育
園
児
）
の
数

は
、
本
年
４
月
１
日
現
在　

人
で
あ
り
、
前
年

の　

人
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

地
方
交
付
税
の
額
は
、
大
幅
に
減
り
、
平
成　

年
度
の
超
過
負
担
（
赤
字
）
見
込
額
（
約
３
千

５
百
万
円
）
か
ら
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性

が
高
い
。
交
付
税
対
象
と
な
ら
な
い
幼
児
ク
ラ

ブ
の
入
所
人
員
（　

人
）
が
、
保
育
所
入
所
人

員
（　

人
）
を
逆
転
し
て
い
る
現
状
は
、
町
財

政
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

公
立
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る

交
付
税
算
定
の
不
備
に
つ
い
て
、
議
会
は
、
す

で
に
意
見
書
で
国
に
拡
充
を
働
き
か
け
て
お
り
、

来
年
度
に
向
け
て
、
町
と
し
て
も
全
入
所
人
員

を
交
付
税
の
対
象
と
す
る
よ
う
国
等
に
要
望
す

べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
先
般
の
道
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
が
、
交
付
税
算
定
の
不
備
が
早
急
に

改
善
さ
れ
る
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
は
、
本

年
４
月
か
ら
幼
稚
園
を
廃
止
し
た
利
尻
富
士
町

の
よ
う
に
、
名
実
と
も
に
保
育
所
に
一
元
化
す

る
な
ど
、
思
い
切
っ
た
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

幼
稚
園
廃
止
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
両

町
間
で
事
情
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る

が
、
約
一
年
半
を
か
け
て
保
護
者
同
意
を
取
り

付
け
実
現
さ
せ
た
ス
ピ
ー
ド
感
は
見
習
う
べ
き

で
あ
る
。

　

幼
保
一
元
化
・
施
設
統
合
時
に
交
付
税
論
議

が
さ
れ
ず
、
今
日
ま
で
赤
字
額
を
累
積
し
て
き

た
本
町
と
は
対
照
的
な
対
応
ぶ
り
で
あ
る
。

　

交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
町
の
財
政
状

況
を
直
視
す
れ
ば
、
基
準
財
政
需
要
額
を
標
準

モ
デ
ル
と
し
た
予
算
立
て
を
常
に
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
職
員
数
の
削
減
は
も
と
よ
り
、

民
営
化
の
実
施
時
期
を
早
め
る
な
ど
、
危
機
感

を
も
っ
て
赤
字
削
減
対
策
が
実
行
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

当
時
の
常
任
委
員
会
で
の
調
査
手
法
と
し
て

は
、
道
条
例
を
は
じ
め
、
ニ
セ
コ
町
、
白
老
町

な
ど
、
他
町
の
環
境
基
本
条
例
、
環
境
基
本
計

画
の
内
容
と
比
較
検
討
す
る
形
が
と
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
町
の
環
境
基
本
計
画
に
比
べ
、
本
町

の
計
画
案
が
あ
ま
り
に
も
簡
易
・
簡
便
で
あ
る

こ
と
が
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い

た
。

　

ま
た
、
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
前
文
を
除
き
、

修
正
は
、
極
力
原
案
の
趣
旨
を
損
ね
な
い
よ
う

必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
い
た
。　

　

こ
の
後
、
町
は
、
議
会
修
正
案
を
取
り
入
れ

た
条
例
案
を
作
成
し
、
「
中
頓
別
町
環
境
基
本

条
例
検
討
懇
話
会
」
（
平
成　

年　

月
１
日
設

置
）
に
諮
問
。
諮
問
案
で
は
、
前
文
は
あ
え
て

空
白
と
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
を
「
議
会
修
正

案
で
は
、
前
文
を
全
面
的
に
書
き
直
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
尊
重
す
る
の
か
、
あ
ら
た
め

て
書
き
直
す
の
か
懇
話
会
に
委
ね
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　

議
会
が
前
文
を
大
幅
に
修
正
し
た
の
は
、
町

原
案
の
前
文
か
ら
第
１
条
（
目
的
）
、
第
２
条

（
定
義
）
、
第
３
条
（
基
本
理
念
）
至
る
条
文

に
、
自
然
の
一
部
、
生
態
系
の
一
員
と
し
て
の

人
間
社
会
の
位
置
付
け
や
視
座
が
欠
け
て
い
る

こ
と
を
憂
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
の
調
査
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
意
見
を
集
約
す
る
。

　

①
官
民
に
よ
る
公
共
事
業
、
開
発
行
為
等
か

ら
の
防
波
堤
と
な
る
よ
う
な
環
境
基
本
条
例
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
環
境
基
本
計
画
、
行
動
計

ム
」
が
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
見

直
し
（
報
告
書
）
」
を
作
成
し
て
い
る
。
報
告

書
に
は
、
障
害
者
程
度
区
分
認
定
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
「
現
に
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
れ
ば
継
続
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
対
応
」
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
新
体
制
移
行
（　

年
度
）

以
後
の
法
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
る
か
否
か
に
よ

っ
て
、
今
後
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
計
画

に
再
考
の
余
地
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
環
境
基
本
条
例
・
環
境
基
本
計
画
】

画
に
よ
り
、
そ
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
②
町
と
し
て
河
川
（
生
物
等
）

調
査
を
行
う
予
定
な
の
で
、
そ
の
結
果
を
両
計

画
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
条
例
の
制
定
に
あ
た
る

べ
き
で
あ
る
。
③
自
治
基
本
条
例
と
の
整
合
性

は
当
然
な
が
ら
、
環
境
基
本
条
例
、
環
境
基
本

計
画
、
行
動
計
画
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提
案
す
べ

き
で
あ
る
。
④
活
き
た
条
例
、
魂
が
入
っ
た
条

例
と
な
る
よ
う
前
文
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
、
議
会
修
正
案
の
よ
う
に
、
生
態
系
の
一

員
と
し
て
の
位
置
付
け
と
、
地
域
の
文
化
、
特

性
の
ほ
か
、
「
森
と
川
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

謳
う
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
⑤
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
事
前
説
明
）
は
、
な
る
べ
く
多
く

の
町
民
か
ら
意
見
が
出
や
す
い
方
法
を
工
夫
す

べ
き
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
行
動
計
画
と
と
も
に

条
例
案
が
公
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　いきいきふるさと常任委員会は、
平成２０年第３回（９月）定例会ま
でに、次の事項について所管事務調
査を行う予定です。
　①自治基本条例等について、②環
境基本条例・環境基本計画等につい
て、③観光の振興策について（中頓
別鍾乳洞等）、④行財政改革につ
いて（中長期行財政運営計画・公債
費適正化計画等）、⑤教育長のあり
方等について

19

75

　

青
木
国
保
病
院
事
務
長

答２
①
か
ら
③
の
診
療
報
酬
の
い
ず
れ
も
算
定
し
て
い
な
い
。
ま

　

た
、
現
時
点
で
は
課
題
も
多
い
た
め
、
今
後
も
算
定
す
る
予

　

定
は
な
い
。 12
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4510

1934
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【
こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
】
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次の所管事務調査



第２回定例会で
　　　決まりました
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第２回定例会で
　　　決まりました

○ 専決処分
　 承認第１号　平成１９年度中頓別町一般会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第２号　平成１９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第３号　平成１９年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第４号　平成１９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算（３月３１日専決）
　 承認第５号　中頓別町国民健康保険病院使用料等条例（一部改正・３月３１日専決）
　 承認第６号　中頓別町税条例（一部改正・４月３０日専決）
　 承認第７号　中頓別町国民健康保険税条例（一部改正・４月３０日専決）
　 承認第８号　中頓別町手数料徴収条例（一部改正・４月３０日専決）
○ 農業委員の推薦
○ 請願第１号　実情に見合ったへき地指定基準の見直し・改善を求める請願
○ 議案第２号　中頓別町ふるさと応援寄附条例（新規・常任委員会付託）
○ 議案第１号　中頓別町教育委員会委員定数条例（新規）
○ 議案第３号　中頓別町乳幼児医療費助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第５号　平成２０年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第６号　平成２０年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算
○ 議案第７号　平成２０年度中頓別町老人保健事業特別会計補正予算
○ 議案第８号　平成２０年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算
○ 議案第９号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 発議第１号　医師・看護師等の大幅な増員を求める意見書
○ 発議第２号　郵政民営化見直しを求める意見書
○ 発議第３号　国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める意見書
○ 発議第４号　実情に見合ったへき地指定基準の見直し・改善を求める意見書
○ 発議第５号　後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める意見書
○ 教育長のあり方等に関する調査を依頼する件

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（採択）、　△ は継続審査

※次回綴り人は、西原議員、本多議員です

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞ
れの議員が町づくりや政治課
題などについて意見や思いを
綴ります。
　毎号２名の議員がこのコー
ナーに登場します。８議員の
提言･苦言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

最近思うこと
　最近のテレビニュースを見ていると、さながら
末法の世を見るようで言葉を失ってしまいます。
　白昼の東京・秋葉原での無差別殺傷事件、千葉
県柏市での祖父による一家四人殺害事件など、凶
悪犯罪が世間を震撼させています。
　天災では、岩手・宮城内陸地震が発生し、尊い
人命が失われました。
　ウナギ産地偽装や飛騨牛表示偽装など、食品業
界のモラルの乱れは、食料品に対する不信感を増
幅させ、消費者はいよいよ何を信じればいいのか
わからなくなりました。　
　一方、原油価格の高騰は、すべての生活必需品
の値上がりに波及。オイルショックの悪夢が再来
したかのように私たちの暮らしを追い詰めていま
す。
　殺戮（りく）と天変地異、政治経済の混乱、こ
れに疫病や飢饉が加われば、まさに数千（ちぢ）
乱れた戦乱の世と同じ臭気が漂うことになります。
　社会全体が、不安の諸相を呈していて、どこに
救いを求めるべきか、進むべき針路を見失ってい
るような気がします。
　すっかり暗い話になりましたが、これが現実の
出来事なら受け入れるしかありません。
　こんな時代でも、灯明は、自分たちの足元を照
らしているのでしょう。平和で安心して暮すこと
さえ普通でなくなった今、豊かな自然の揺りかご
に揺られ、のんびり過ごせるわが町は、一つの理
想郷かも知れません。
　誰も老・病・死の苦悩や恐怖を免れることはで
きません。ならば、与えられた条件の中で、日々
健康で楽しく生活できることに幸せを感じながら、
明日に希望をもって生きようではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：藤田首健）

足るを知る
　戦後六十年が過ぎ、食生活は大きく変わった。
　麦飯、芋、カボチャの食卓を知る者には、毎朝
いただく白米のご飯がご馳走に見える。
　世界各国から輸入される食料のおかげで確かに
食生活は豊かになったが、地球規模の気候変動が
続けば、飽食の時代はあっという間に終り、私た
ちは再び飢えの時代を生きることになるだろう。
　住まいも開拓時代は粗末なものだった。
　窓からのすきま風は紙を張って防ぎ、一台の薪
ストーブを家族が囲んで寒さをしのいでいた。
　灯油を焚きながら、冬に冷たいビールを飲む生
活など考えられなかった。いまや、テレビも車も
一家に二台。それが不幸かと問われると、返答に
詰まるが、強い家族の絆に支えられ寒さもひもじ
さも乗り越えたあのころの方が、心豊かであった
気がする。
　東京・秋葉原での連続殺傷事件は、正規と非正
規社員を峻別する格差社会構造が背景にあった。
　飽くなき競争経済は、ワーキングプアの若者の
心を蝕み、明るい未来まで奪っている。
　原油市場に群がる投機マネーは、一握りの人間
の欲望を満たす代わりに多くの人々を不幸にする。
　欲望の向こうに果てしなく欲望が続く現代社会
は、貪欲経済思想という滅びの道を歩んでいる。
　先ごろ、アイヌを先住民族と認める国会決議が
あった。自然との共生思想を持つアイヌ民族は、
森や川、海の恵みに感謝し、決して必要以上のも
のは採らない。「足（た）るを知る」という考え
方を生活文化の基本に据えるアイヌの価値観に幸
福の原点を見た思いがする。先人たちは、有限な
地球資源を食いつぶさない賢者であった。
　仏教も、足るを知らぬ者の心は貧しいと説く。
　わが身を自戒するこのごろである。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：石神忠信）

緑広がる風景、炭焼き、五右衛門風呂
昔ながらの足るを知る暮らしに都市住民の関心が集まってきている

　

農
業
委
員
会
は
、
自
作
農
の
創
設
及

び
維
持
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整

な
ど
に
あ
た
る
こ
と
を
主
な
役
割
と
す

る
行
政
委
員
会
で
す
。

　

委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
選
挙
に
よ

る
委
員
と
農
協
や
農
業
共
済
組
合
、
議

会
の
選
任
に
よ
る
委
員（
学
識
経
験
者
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
（
７
月　

日
）
に
あ
た
り
、

議
会
で
は
、石
井
雄
一
さ
ん
（
字
豊
平
・

　

歳
）
を
推
薦
（
再
選
）
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ

れ
、
議
会
は
、
大
学
教
授
な
ど
、
外
部

の
専
門
家
（
専
門
的
知
見
）
に
法
律
解

釈
な
ど
の
研
究
調
査
を
依
頼
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
教
育

長
の
非
常
勤
化
等
の
調
査
を
千
葉
大
学

法
経
学
部
・
新
藤
宗
幸
（
し
ん
ど
う
・

む
ね
ゆ
き
）
教
授
（
行
政
学
）
に
依
頼

し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
（
学
識
経
験

者
）
に
石
井
雄
一
さ
ん
を
推
薦

教
育
長
の
あ
り
方
等
に
関
す
る

調
査
を
依
頼
す
る
件

60
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なかとんべつ町議会だより１６０号 ２

後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める
意見書を全会一致で議決

第２回
定例会
第２回
定例会

なかとんべつ町議会だより１６０号19

受
け
継
げ
な
い
か　

山
村
留
学

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
計
画
の
見
直
し
を
！

　
　

教
育
長
の
公
募
制
な
ど
５
議
員
が
一
般
質
問

教育長非常勤化に関する調査を識者に依頼！

　町議会議員全員でつくる議員会では、町の行財政、福祉や医療のことなど、身近な暮らし
の課題について、住民の皆様からご意見や要望をお聞きするため、「住民と議員を結ぶかけ
はし懇談会」の申込みを受付けています。
　自治会や各種団体・グループ（２名以上）から、「かけはし懇」をしたいと要望があれば、
出向いてお話を伺います。堅苦しいものではありませんので、日頃、皆様が考えていること
について、一度ご意見をお聞かせください。
　お問合せは、議会事務局（℡６－２２４４）まで。

全道町村議会議員研修会レポート！

　７月１日（火）札幌コンベンションセンターで、全
道町村議会議員研修が開催されました。会場では、坪
井ゆづる氏（朝日新聞編集委員）とTVタックルでも
お馴染みの三宅久之氏（政治評論家）のお二人を講師
に、地方議会の現状と福田内閣の今後の展望について
講演がありました。
　朝日新聞の「全国議会アンケート」をもとに進めら
れた坪井氏の講演では、会場の全議員がザワザワそわ
そわとしてしまうような、住民の議会・議員に対する
次のような厳しい評価が述べられました。

　・ここ十年間で議員数が 4万 2 千人から１万 6千人
（1/3 減）となった。住民の思いは、経費節減には議
員を減らすことだと思っているのではないか？
　・政策を議員提案により作成している議会は１割程
度。議会は住民に必要とされているのか？議会は首長
のサポート機関となっているだけではないか？

　これが地方議会全体の現状と改めて理解しました。
　中頓別町議会も住民と議会の距離を近づける努力を
していかなければいけないと、痛感する研修会となり
ました。
　議員会では、住民と議員とのしゃべり場「かけはし
懇」などもはじめました。中頓別の皆さん、議場での
議論が面白い町にしていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　（報告者：西原議員）

自治の明日を考えた一日

!?
　第２回定例会が６月１９日から２０日まで２日間の会期で開か

れました。

　初日の行政報告で野邑町長は、南宗谷消防組合中頓別支署の救

急救命士の資格取得者が１名増え４名体制となり、高度な救急医

療サービスを提供できるようになったこと、天北厚生園のグルー

プホーム整備に日本財団から９３０万円の補助金が内定したこと

を報告。

　一般質問では、後期高齢者医療制度への対応や行財政改革の一

環として教育長を非常勤できないかなど、５名の議員が行政側の

姿勢を質（ただ）しました。

　町長から提案された教育委員の数を５名から４名に減らす「教

育委員会委員定数条例」など、９件の議案はいずれも可決されま

したが、出身地などに寄附をすると一定の税額控除を受けられる

「ふるさと応援寄附条例」は、いきいきふるさと常任委員会に付

託して慎重に審査が行なわれました。

　請願では、地元校長会などから提出された「実情に見合ったへ

き地指定基準の見直し・改善を求める請願」を全会一致で採択。

　「後期高齢者医療制度の抜本的見直しを求める意見書」、「郵

政民営化見直しを求める意見書」など、５件の意見書が最終日に

発議され可決されました｡

「かけはし懇」開きませんか

村山議員に道町村議会
議長会長表彰！

石神議長から表彰状を伝達

議
員
在
職
二
十
五
年
の
功
績
を
称
え
て

　

昭
和　

年
の
初
当
選
以
来
、
７
期
連
続
で
町
議
会
議
員
を
つ
と
め

る
村
山
義
明
議
員
（　

歳
）
に
、
長
年
の
功
績
を
称
え
、
北
海
道
町

村
議
会
議
長
会
・
川
股
博
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
山
議
員
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、
総
務

文
教
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成　

年
度
に
は
、
単
一
常
任
委

員
会
と
な
っ
た
現
在
の
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
の
初
代
委

員
長
を
つ
と
め
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
る
議
会
制
度
の
高
揚
と
地
域
の
振
興
、
住
民
福
祉
の

向
上
な
ど
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

定
例
会
初
日
で
あ
る
６
月　

日
、
議
場
で
石
神
議
長
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
を
受
け
、
全
議
員
、
野
邑
町
長
は
じ
め
出
席
し
た
職
員
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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28日　議会広報編集特別委員会
30日　たけべ勤・よしだ正人を囲む新春の集
　　　い（稚内市）

１日　平成２０年度自治記念式
３日　議会広報編集特別委員会
14日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
15日　宗谷町村議長会定期総会
21日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
29日　中頓別町クリーン作戦

12日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
16日　衆議院議員松木けんこう「２００８国
　　　政の集い」（稚内市）
18日　平成２０年度南宗谷消防組合中頓別消
　　　防団春季消防演習
20日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査（稚内市）
23日　平成２０年度宗谷管内議会議員研修会
　　　（中頓別町民センター）
28日　平成２０年度中頓別町戦没者慰霊祭
　　　議会運営委員会

　

北
国
の
初
夏
は
花
盛
り
で
あ
る
。

　

ツ
ツ
ジ
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ボ

タ
ン
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）
の
時

期
で
、
こ
れ
ら
は
俳
句
歳
時
記
で
は
、
す
べ
て

「
夏
」
の
季
語
で
す
。

　

面
白
い
の
は
、
紫
陽
花
を
「
七
変
化
」
と
い

い
ま
す
。
花
は
紫
碧
色
で
初
め
は
白
が
勝
っ
て

い
ま
す
が
、
次
第
に
薄
青
色
に
な
り
、
そ
の
後
、

薄
紅
色
に
変
わ
る
の
で
、
俗
に
七
変
化
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
運
動
会
も
終
り
、
昔
は
紅
白
の
組
で

し
た
が
、
今
は
赤
、
白
、
青
、
黄
色
組
な
ど
、

少
な
い
人
数
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、
連
帯
感
を
持

た
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

点
数
の
競
い
合
い
も
時
に
赤
組
、時
に
白
組
、

青
組
、
最
後
、
黄
色
組
に
な
る
な
ど
、
変
化
が

あ
り
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

幼
児
期
の
こ
ど
も
館
、
児
童
期
の
小
学
校
、

青
春
前
期
の
中
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
節
目

の
時
期
を
担
い
活
動
、
学
習
す
る
施
設
で
す
。

　

施
設
の
運
営
で
苦
労
す
る
の
は
大
人
の
社
会
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
施
設
も
楽
し
く

過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
。
こ
れ

は
、
大
人
の
重
要
な
役
割
で
し
ょ
う
。

　

と
て
も
華
や
か
で
作
業
効
率
の
よ
い
活
動
的

な
六
月
で
し
た
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
東
）

議会の動き
３月

４月

編　

集　

後　

記

なかとんべつ町議会だより１６０号 20

５月

１日　自衛隊名寄駐屯地創立５５周年記念行
　　　事（名寄市）
５日　北海道町村議会議長会第５９回定期総
　　　会（札幌市）
９日　議会運営委員会、議会広報編集特別委
　　　員会
10日　議会運営委員会、いきいきふるさと常
　　　任委員会所管事務調査・請願審査、全
　　　員協議会
16日　議会運営委員会
19日　第2回定例会
20日　いきいきふるさと常任委員会（条例審
　　　査）、第2回定例会（再開）

６月

１日　平成２０年度北海道町村議会議員研修
　　　会（札幌市）
10日　議会広報編集特別委員会

７月

地域も一緒に子どもたちを育てる
　春から行なわれている細建と中頓別小学校のツ
リーハウス（樹上の小屋）づくりは、新聞でも話
題となりました。そんなツリーハウスづくりに驚
きのうれしい出来事がおこりました。
　ツリーハウスづくりの新聞記事を見た佐藤一美
さんが、ツリーハウスに飾って欲しいと子どもた
ちへ「バードカービング（木彫りの小鳥）」を贈っ
てくださいました。今、木立の中に建つツリーハ
ウスに行くと、にぎやかな野鳥の鳴き声と、かわ
いらしい木彫りの小鳥が迎えてくれます。
　表紙写真でも取り上げた「中頓別ふるさと探検
隊（中小）」も開始から 4年目となり、地域住民
との関わりが深まってきています。また、小頓別
小中学校で１７年間に続いてきた山村留学も学校
と受入れ地域・里親家族の温かみがあってこその
取組みです。
　中頓別町には、子育てを応援しようという地域
力を感じます。また、子どもたちに伝えたい手づ
くり・手仕事の達人たちが身近に住んでいます。
都市住民がうらやむ田舎の温もりをツリーハウス
の小鳥たちに感じています。


